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會

k
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特
徵
で
あ
る
。
こ
の
熙

^

關
す
る
彼
等
の
初
期
の
思
想
の
展
開
‘は
旣
に
本
誌
上
で
說
明
す
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機
會
を
得
た
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ル
ク
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=

エ
ン
ゲ
,
ス
の
見
解
に
ょ
れ
ば

、
_
家
は
社
會
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一
の
機
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で
あ
つ

て

、
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:
會
か
ら
の
絕
對
的
獨
立
性
を
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し
て
ゐ
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も
の
で
は
な
い
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關
し
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つ
て
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引
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兩
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對
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幣
取
引
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つ
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て
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內
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け
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^
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'
、彼
等
の
委
任
者
妃
對
し
て
も
ま
た
：特
：殊
な
利
害
を
獲
得
す
る
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欧
等
は
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住

.

者
に
對
し
て
獨
立
化
す
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し
て
、

M

v

k
國
家
が
生
ず
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度
商
品
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引
の
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引
の
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た
な
獨
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力
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産
の
運
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す
れ
ば
、曾
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そ
れ
^
委
任
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れ
そ
し
て
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^
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^
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康
せ
し
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.ら
れ
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ろ
の
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對
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は
ニ
つ
の
不
平
等
な
力

ー

即
ち
一
方
•に
は
經
鄉
的
運
動
、他

方
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は
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來
得
る
限
々
の
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.立
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を
獲
得
し
ょ
ぅ
ど
す
る
ど
こ
ろ
の
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し
て
一
度
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定
せ
ら
れ
た
以
上
、そ
れ
^
ょ
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て
ま
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獨
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の
蓮
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^
賦
與
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れ
た
ど
こ
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の
、新
た
な
政
治
的
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乍
用
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ら
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得
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場
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れ
は
反
對
の
方
向

^

働
さ
得
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。
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場
合
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つ
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す
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性
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?

ぃ
ふ
一
般
的
提
言
は
、乙
れ
を
例
へ
ば
、エ
シ
ゲ

,
ス
の

「

家 

一
. 

'

族
、私
有
財
産
及
び
國
家
の
起
源

」

ド
見
出
す
•こ
ど
が
出
來
る

°

日
く

「

乙
の
對
立
、相
對
抗
す
る
經

濟

的

利

害

を

有

す

る

諸

，階

級

が

、自

己

及

，び
社
、會
を
.無
益
な
鬪
爭
の
う

.ち

k

減
亡

.

^
せ
な
^
た 

め
に

’貺
蝶

5:
妨
止
し
，

『
秩
序

1
の
埒
內

>

抑
制
す
べ
さ
外
觀
上
、社
.會
の
上
に
立
つ
權
カ
が
必
要 

.

V」

な
つ
た

■.°

そ
し
て
、乙
の
社
會
か
ら
出
で
て
、而
も
そ
の
上

^

位
し
、を
れ
か
ら
益
々
無
關
系
に 

?

っ 

> あ
る
權
ヵ
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'國
家
で
あ
る
。
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註三〕

乍
併
、階
級
鬪

0 
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:
あ：け
る
當
事
者
た
る

.雨
®
級 

の
勢
力
が
均
衢
す
る
や
う
な
場
合

k

あ
い
て
は
、

「

㈣

外
的
に
國
家
權
カ
が
外
觀
上
の
調
停
渚
ど 

.

•

し
て
、一

時

あ

る

程

度

の

：獨

立

性

を

#

る
が
如
ざ
時
期
が
現
れ
る

」

の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、貴
族

e 

フ
ノ
シ
‘ァ
シ
ィ

S

グ
互

^

均
衡
し
た
第
十
七

■世
紀

.及
び
第
十
八
世
紀

'の
絕
對
王
制
、ブ
ル
ジ

m 

ア
シ
ィ

k

對
し
て
は
ブ
口
レ
タ
ソ
ヤ
の
、

•フ
ロ
レ
タ
リ
ャ

.
k
對
し
て
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ィ
の
役 

割

I

じ
た
笫

「

、第
二
の
，フ
ラ

.
ン
ス

.帝
國
の
ボ

.
ナ
，
パ

,
ト

主

義

、及

び

ビ

ス

マ

：X

ク
時
代

.の
獨

. 

逸
帝
國
に
あ
い
て
、か
、
る
例
を
見
る

.こ
气
か
出
來
る
の
で
あ
る

S

5

。

乍
併
、か
く
の
如
さ
場 

合

^
货

い
て
も
、尙
ほ
國
家
は

^

見
上
：の
獨
立
性
を
保
つ

k

過
ぎ
な
い
。
國
家
は
階
.級
支
配
の 

機
關
ミ
し
て
の
本
質

;?
:
失
ふ
も
の
で
は
；な

r
の
.で
あ
る
。

ビ
ス
マ
ル
ク
畤
代
の

i

と
つ
い

て
‘
f
ン
ゲ
,

ス

は「

住
宅
問

®

の

中

で
次

の

や
5

k
い
ク

て
國

家

の
社
會
的
勢
力

k

對
す

る

依 

存
性
を
說
い
て
ゐ

る

。

「

現
今

.の
國
家
は
住
宅
問
題
を
救
治
す
る

z
k
も
、出
來

.な
け

rl
:ば
、ま
た
し
ょ
う

.
V
J

も
‘し
な 

S 

t
ビ

.は
、火
を
看
る

-ょ
^

名
明

か

で
あ
る

o

國
家
は
被
摧
取
的
諸
階
級
、即
ち
農
民
及
^
勞 

働
者
た
對
抗
す
る
所
有
者
諸
階
級
、即
ち
地
主
及
び
資
本
家
の
組
織
せ
ら
れ
た
全
權
カ

k

外 

攻
ら

g

o
個
々
の
資
本
家

.の
欲
し
な

S

乙

€は
#

等
の
國
家
も

^

だ
欲
し
な
い
の
で
あ
る

o

• 

•
. 

•
» 

. 

.

■,
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.

-
乍
併
、獨
逸
^
あ
い
て
は
、ブ
ル
ジ
ョ
ァ
は
ま
だ
支
'配
せ
ず
、國
家
は
尙
ほ
一
定
の
程
度
ま
で 

，社

#

か
ら
獨
立
し
て
、活
動
し
て
，

Q

る
權
カ
で
あ
る
か
ら
、從
つ

,1
:

»
會
の
耷
利
益
を
代
表
し
、
 

;1:
階
級

_の
利
益

2:
.
代
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す

る

も

の

，で

は

な

s

o
斯
く

'
の
如

&
,國
家
は
兎

^

角
，ブ

ル

ジ
ョ
ア 

賴
.家

•か

な

し

得
な
い

多
く

の
.z 

W

を
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る

..の
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あ

る
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々
は
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か
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社
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^

あ

い

て
、全
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異
つ
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を
期

待
，
し
て
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、
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か
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い
っ
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非
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搭
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葉
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あ
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o
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實
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い
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が
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た
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會
的

'齡
礎

の

必
然
的

產
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で
あ
る

°

フ

ィ

セ
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丨
、
^
.
い

て

は

ー

而
し
て

フ
ロ
ィ

セ
.：

シ

.
こ
f
、今
や

標

準

，的
.な
も
の
で
あ
：る 

(

'

今：询

歧

-l
r
toi
l
力
な
太

.土
一
地
所

有

の

貴
族

ビ

併

ん
で
、
佛
蘭

西

.k
お
け
る

.や
ぅ

R
、從

來
直
接 

の

政
治
的
支
亂
を

>
 
た
英

國

£

け

る

や

ぅ
K

多

少

間

接

の

政

治

的

支

配

を

闘

ひ

取
ら
な
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S

で
此
較
的
家
ら
し
：

S
、

尙
ほ
著
し
く
脆

.弱
な
ブ

ダ

ジ
ョ
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ジ

.

.イ
が

.存
立
し

'
て
.
ゐ
る

:-
°

乍
阱
、

乙

の
' 兩
.階
級
ど
併
ん
で
、急：激

^
墙
加

'し
'
っ
.
、
あ
ん
知
識
柄

k

は
甚
だ

.發
達
し
、日
々

5

組

、
 

‘ 

•織
ィ
さ
才
つ

.
あ
る
フ
ロ
レ
ク

y

ャ
が
存
立
す
る
。
即
ち
吾
々
は
、

i

■■
?
R
、舊
時
絕
對
君
主 

制
の
稂
本
條
件
ど
併
ん
で
•近
代
ボ
ナ
パ
テ
ィ
ズ
ム
の
根

：

本
要
件
で
あ
る
土

.地
貴
族
^
ブドノ
 

シ

ア

シ

ィ

士

の

間

の

均

衡

フ
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ァ
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ィ
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口
レ
：タ
リ

.
ャ
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衡
を
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見

.す
る

0 

乍
：饼
舊
時
の

.
絕
對
蔣
主
制
ド
あ
：け
る

^
同
じ

.：く
、近
代
ボ
.
ナ

.、ノ

ル
ト
.的

蔣

主

制

^

あ

い

て

'

事
實
上
の
政
府
權
カ
は

#

別
な
る
：士
官
及
び
吏

‘僚
の
蹲

#
用
あ
る
へ
。

而
し
て
、こ
れ
.を
補
充 

す
る
も

.
の
は
フ

F
ィ
.セ
ン

k
,為，い
.
.て
'
.は
、一
部
分
は
彼

.等
自
ら
で
あ

i

、一 

部
分
は
長
子
相
續

. 

.
•の
小

.

.貴

.族
で
あ
ん
甚
だ
稀
に
は
大
貴
族
か
ら
、最
小
の
部
分
は
ブ
レ
ノ
ジ
ョ
ア
ジ
ィ
で
あ
る
。
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矽
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k
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乙
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間

.

の

»

立

性

が

、社

會
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對

.

t a B S i

し
て
、獨立
：性
の
外
見
を
國
家
に
附
與
す
る

.の
で
あ
る

。

:
.
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:
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獨
逸
新
憲

■法

^

あ

%

て
«

越
を
得
た
後
の

^

あ
い
て
、か
、
る
矛
盾
纪
充
ち 

た
社
會
狀
態
か
ら
必
然
的
結
果

^

し
て
，發
達
し
て
來
た
國
家
形
態
は
、假
裝
的
立
憲
主
義
で 

あ
ク
た
。

而

し

て

M

の
形
態
は
、舊
時
の
絕
對
君
主
制
の
現
在
の
解
消
形
態
で
あ
る

VJ 
.VJ

も 

ソ

に
、ボ

」

ナ

\

グ
ト
的
君
主
制
の
存
在
形
態
で
あ
る
。
ブ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
は
、こ
の
假
裝
立 

.

憲
主
：義

が

一

八

四

八

年

か

ら

1

八

六

六

年

ま

で

絕

對

君

主

..制

の

徐

々
な
死
滅
を
隱
蔽
す
る 

.

e
共

R

媒
介
し
て
來
れ
。
乍
併
、

'
八
六
六
年
以
來
、殊

k

一
 

八
七
〇
牟
以
双
、

®]
:

#
狀
■
の
變 

*•
:
萆

は

行

は
.
れ

ビ

れ
<£
.
ヾ
ん
もic
、舊
國
家
の
解
體
は
萬
人
の
眼
前

^

あ
い

て
、̂

つ
著
し
く
發
展 

■;
し
つ
、
あ
る
調
子
.で行
は
れ
た

の

で
あ
る

0 

:
:
•
•

要
す

.る

.
は
、舊

國

家

の

す

，ベ
.
て
の
要
素
の 

.
分
解
、絕
對
君
主
制
の
ボ

」

ナ
パ

,

ト
的
君
主

_

.へ
の
推
移
ぼ
最
も

.急
速

R

行

は

れ

，て
，ゐ
る

o 

而
し
て
來
る

‘ベ
.
さ
大
商
工
業

.恐
懢

R

.1.0 

.
•
て、現
在
の
欺
瞞
の
み
な
ら
ず
*
時
の
ブ
ロ
イ
セ 

シ
•
國
家
そ
の

' 

4
の

も

破

壊

せ

ら

る

：、
の

で

あ

、る
。
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ニ 

r
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.

.
へ
'

.

國

家

め

社

會

^

對

す

る

依

存

性

、即

ち

祉

#

の
ニ
機

.關
琴
た

.は

產

物

ど

し

て

の

國

夤

は

、自
然 

發

生

的

丨

見

.て

f

會
丨

®

し
て

J 

.
Q

後
天
的
性
質
を
有
す
る

.
も

の
で
あ
：る

：

V

 .

國
家
ま

J

の
歷 

史
的
範
疇
黑
す
る

。
: 

H
'
V

ゲ
；.

,

ス
'日
く
、I

は
永
劫
の

.昔
：か
.

1

.在

.す
，る

.

I
で
：は

な

r 

o

國

f

 
く

念

s

 

S

篇

カ

k

つ

s

 

V

i

の
2

1

持

会

S

 

2

會

4

て
I

し
た
。
階
級
へ

,
の
社
會
の
分
裂
ど
必
然
的

I

び
つ
け
ら
れ
た
、經
濟
的

I

 

I

繁

階

？

i

 

5

の
分
裂

k

ょ
つ
て
、國
家
は
必
要

I

つ
た
の

re
あ
る

o

i
 

f

 

ば
、之

醫

家

f

し

V

濟
み
、國

.家
及
び
國
家

’權
ヵ

s

 S

て、何

'等
の
豫
感

t

各

持
た
.な
か
つ 

た
社
會

」

か
ら
如
何

^

し
土
國
家
は
發
生
し
た
の
で
あ
る
か
。
吾
々
は
再
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
一

般
的
敍
述

5:
引
用
ぜ
ざ
る
を
得
な

c,

。：
，

.

» 

. 

■ 

: 

.
.
.
.

. 

• 

• 

•
. 

, 

.

,「

喉
物
的
見

J

ょ
れ
ば
、歷
史
ド
ぉ
け
る
，最

後

の

決

定

要

因

は

直

接

的

な

生

活

£

產
及 

び
再
生
産
で
あ
る
。
然

し
，
乙

れ
は
そ
れ
自

身

ま
た
一
一
種
類
で
あ
る

.0
一
 

方
纪
は
生
活
手
段 

の
衣
食
住
の
對
象
及
び
そ
れ
に
必
要
な
道

.具
の
生
産
、他
方

k

は、人
間

そ

れ

自

身

の

生

産

、即.

ち
種
の
繁
殖

.が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の

'下
に

贷

S
.
V
I
.
1

.定
の
歷

■史
的
時
代
及

.び
一
定
の
：國
土 

の
人

ビ

が

生
活
す
る

w

こ
ろ
の
社
會
制
度
は
、一
一
種
類
の
生
產

R

よ
つ
て
如
ち
一
方
に
は
勞 

働
の
，他
方

R

は
家
族
の
發
達
段
階
に
よ
つ
て

®

約

^

れ
る
。
勞
働
の
發
達
が
幼
雅
で
あ
れ 

ば
.あ
る
ほ
ざ
、そ
の
生
產
物
の
量
、從
つ
て
ま

.た
社
畲
の
富
が
、制
限

.
3
れ
て
，Q

.

れ
ば
ぬ
る
ほ
ざ
、
 

そ
れ
だ
け
社

#

秧
.序
は
血
族
紐
帶
に
よ
つ
て
、支

配

さ
れ
る
も
の
の
如
く
見
え
る

.。
然
る

K
 

乙

の
血
族
紐
帶

k

s
礎
を
置
く
、組
織
の
下
に
あ
い
て
、勞
働
の
生
産
力
は
愈
發
達
す
る
。
そ 

の
私
有
財
産
及
び
交
換
ど
ど
も

k
、富
の
差
別
、他

入

の

勞

働

力

の

利

用

性

、從
つ
て
、階
級
對
立 

の
甚
礎
、即
ち
何
代
も
の
間
徒
ら

^
;古
さ
社
會
制
度
を
新
し

lr
事
愦

^

順
應
^
せ
よ
ぅ
ど
努 

め
つ
、、遂

k

兩
者
の
不
調

.和
が
完
全
な
變
革

k

導
く
 

S
乙
ろ
の
、新
ら
し
い
社
會
的
要
素
が 

發
達
す
る

0

血
族
紐
帶

R

甚
く
古
い
社
會
は
、新
し
く
發
達
し
た
社
會

.階
級
£
衝
突
し
て
粉 

碎

3
れ
る
。
を
の
後

^

は
、國
率
に
結
成

^

n-
た
る
、そ
の
構
成
單
位
は
最
早
血
族
圓
體
で
は 

な 

< 
て、地
域
園
體
た
る
新
ら
し
い
社

*

が
出
現
す
る
。
を
の
ぅ

ち

^

お
い
て
は
、家
族
秩
序 

は
全
く
私
有

.財
產
秩
序

^

よ
つ
て
支
配
せ
ら
れ
、

«

し
て
、ナ
の
ぅ
ち
に
、お

い

て

今

?
、す
べ
て 

の
從

.來
の
書
か
れ
た
歷
史
の
內
容

?:
成
す
階
級
對
立

.及
び

階

攀

(®
#

が
自

.由
^
展
開
す
る
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〇

ど

こ
乃
.
の
社
會
で
あ
る
。

/
註セ

V

こ
れ

^
.ょ
つ
て
、見
れ

.ば
、國
家

'は
一
の
歷
史
的
範
疇

k

屬
す 

る
' 
も
の
で
ぁ

-っ
.て
、
從
つ
て
、國
家
の
本
質
を
論
ず
る

®

合

k

は
、必
ず
そ
の
發
生
原
因
に
つ
い 

て
■
論
ず
る

S
■こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
《

°
.
而
し
て
、國
家
の
發
生
原
因
^
關
す
る
研
究
は
國 

家
發
生
以

r

の
M

會
組
織

R

侧
す
る
研
究

?:
.包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

。

乙
フ 

點
は
マ

,

ク
ス
社
會
舉
の
方

.法
論
上
か
ら
必
然
的

k 
了
解
せ
ら
る
ベ

S

黯
で
あ

■る
C

S
八)

'
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_

本
、
ニ

三

莨

。

I t

八

と

れ

ら

の

點

に

つ

い

て

、
マ

ル

ク

ス

H

ェ

ソ

.ゲ

ル

ス

の

國

”
家

理

論

の

免

成

漭

一

一

コ

ラ

ィ

• 

レ

r

l

ン
は
、そ
の

「

國
家
に
つ
い
：
てし

,

/

題

.す
：
.る

_

演

©

な
-

か
で
；次
の
‘

ぅ
に
去
つ
て
ゐ

•

:
る。

. 

:

,

.「

人
類
が
小
種
族
の
ぅ
ち
で
生
活
し
•ま
だ
發
展
の
低
段
階
に
立
つ

て

ゐ

た

原

始

社#

に
お
い
て
は

ナ
な

は
ち
ま
だ

野
蠻

に

近

い

狀

態

の

$
€
に
お
い
て
は
、現
代
の
文
明

k
 

'
 

W

は
數
千

^

隔

つ
た

時
代
に
お

.
' い
て

は
^

^

か

V

る
時
代
に

ぉ

い
■

て
⑴、國
家
の
存
农
に 

':
■

.

.

.對
す

■
る
.
何

.等
の
徵
候
：も
ぶ

出
し
，え
な
：い

o

,晋

々
は
そ
こ
に

風
泡

の
支
配
を
、稀

族

.の
最 

:

，年
長
濟
が
莩
受
し
た
權
烕

、尊

'
敬
、

權
力
を
兄
う
け
る
。

ま
た
荇
々
は
こ
の
權
力
を
®
々

懸

t e l l

第
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ぅ

K

思

は
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る
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す

’
る

に

都

合

.の

好 

强
制
嫂
置
す
な
は 

紐
.
織
*
監
獄
、そ
.
の
他 

あ
リ
、そ
れ
：は
疋
に 

と
ろ
の
人
問
め
特 

「

もし恶々
が謂 

ョ
'K

 

.學
者

」

か組み
 

の本键を探究す 

ら

分

.
離

$
 

.れ

.，
た

斯
 

と

ゴ

の
み
を
仕
事 

も

W

/ C

服.從
せ
し 

耍

€

す

る

特
殊

な

の

、で
'
 

あ
.
る
。

.

.

へ
い
づ
れ
に

'
せ

ょ

、
 

の
狹
へ
序
が
樹
習
や

'
 

受

し

て

，ゐ

，た

'
 

權

'威 

0
す

る

た

.め

.

の
：，
事

C
1

一.
五)

.

7

ル
ク
ス

.
へ.
，
し
.
'
.か
.'
 

し

な

力

ら

'
{I
L

A

^

.

支
'

S B
t

.

' s
.
た

め

：
^

自

e

.

を

分

離

-
し
•統 

いやぅに、
ま
た
銃
治
す
る

? :

ふ
體
系
的
に
永
績
的

.
に*
或る一宛 

ち
’

一.
.
の
暴
カ
裝

®

^—

今
日
で
は
周
知
の
ぬ

.
く、
ぼ
裝
せ
る
軍
隊
の 

.
他人の

.
意
i

を
權
カ
に
服
從
せ
し
め

.

を
.

ため

.
'の>諸
手
段
が
こ
ル 

國
家
の

.

本
質
を
成
し

：.
.
'
:でゐ

.
るものであるへ

I

を

所

有

..し

て

ゐ

さ
 

別

Q

範疇

.，は

.
何

.處
に
も

.見
な
い

.
の
で

^

る
。

は
ゆ
る
宗
敎
⑽
敎義や、
双
擀
な
る
手
管
や
、
哲
學
的
構
成
や
、
ブル
 

立
て
：る
ミ
と
る
の
諸
種

'
.の
思
想

.
や

ら

か

：
ら

眼

へ

を

_

じ
.

て、事
物
，ひ
 

る
な
ら
ば
國
家
な
る
も
の
は
、
畢
竟
す
る

w

と
ろ
正
に
人
類
社
會 

か
る
統
治
骏
歷
で
あ
る
こ
ミ
を
^
るであら 

W

する統治

.

の
.
ための

.
；
强
制

Q
:

特殊裝

k

、
他
 

め

る

た
め
の

#

蛛駿散

i

監

獄

、人

肌

：
の
；
.徙
，
採

人間のブ圓

.

が現

.

は
れ

る

€
き、
そ

の
：.
.

ビ

♦

 

0

ま
だ
何
夢
の

_

寒

ネ

存
农
せ

ず

、

哿
遍
的
關
係
、

 

傳：統

,

や
'

に
ょ
つ
て
，ま
た

.'
:

は、

T 1

鲜
の
琛
年
長

#
 

や
.

尊
敬

.

や
.
に？ょ

' 

っ
. ;

て：、
維持んさ

”

れ
て

. .

.
'を

リ

費
殊

門
.
家
、
—

I
 の
-
.
存
.；

• *〕

.
し
.
.

な
'
;

か
'
.
.つ
'
.
.た
.

■

時：
.

: ^
.

' ^

あ，
.

つ
.
.
.た
.
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i

”
ンゲル，ス

.
：に
於
せ
る

.掠
始
：自
座
的
典
同
赌
の
：認
識
：

.々 . ，の 人 う  

は 姐 の  

國 織 章 た  

%  m 忠 v 

を 々 を 統  

有 .丨 權 、冶 

す を 力 す

る 必 C D る か 眞 . ジ ； ミ で 諸 の 治
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舍

a
體、規雄
、勞働 

あ
.

る

ひ

は

婦

^

の
享 

の

へ

範

疇
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し

：て

ゐ

气

人

：間

の

特

：
殊

.
の
强
剝

'
,
.手

.段

_

し
て
の

_

も

.
の

は

、社

‘

の 

の分裂

—

す
な
は
ち
成
る

.

熊

園

が

，他

の

、集

圓

'

©

#

働
を
鲍
ぇ

す

占

肴

•し

う

る
 

I

方
が
他
方
を
搾
取
し
う
る

.やうな、
入
間
の
集

®

へ

の

分

裂

_

が

現

は

れ

た

w
に
の
み
發
生
し
た
ミ
い
ふ
と
々

」

を

.0
_

:

「

も

し

-吾

々

が

こ

の

莛

礎

的

分

裂

の

觀

畠

、か

ら

_

家

を

觀

察

す

る

な

ら

ぱ

、菩 

會
の
階
級
へ
の
分
裂
以
前
に
は
、

^

に

_

ベ
た

J

に、
何
等
の
國
家
も
存
在
し 

た
こ
〒
を
知
る
で
あ
ら
う
。

•階
級
へ
の
社

#

的
分

.
裂

.
が
發
生
し
確
立
す
る
ど 

度
で
國
家
も
發
生
し
確
立
す
る
。

•
；
.

.
，」 (

河
上
靡
蓊
マ
ル
ク
ス
生
_
經濟輋の 

論ニ四六

_
_

ニ

r a

八
頁
の

S

用
に
よ

.る。

〕

三

1 

二

'
階級
 

.
や

：
ぅ
 

時ミ々
は
 な

か
 

同じ迤.
礎

理 程 つ 社 處 な へ
、

關 義 社  

す 者 會 成  
る の 形 熟  

見 間 態 し

マ
ル
ク

シ
ズ

ム
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に
國
家
は
私
有
財
產
並
ド
こ
れ
^
根
據
を
置
く
階
級

^
不
離
の
關 

係
に
ぁ
る

、
C
W 一
 

£

然
ら
ば
、國
家
ミ
密
接
な
關
係
を
有
す
る
私
有

'財
産
.は
洳
何
ド
し
て
發
達
し 

た
か
。
ド
ィ
チ
ッ
エ

-
ィ
デ
ォ
ロ
ギ
ィ
は
財
產
形
態
の
發
達
を
次
の
や
ぅ
に
記
述
し
て
ゐ
る
。

「

及
有
の
，最
始

‘

形

態

は

*

代

世

界

^

あ
い
，て
も
、ま

.た

中

世

^

‘

い
て
も
、種
.族
所
有
乙
れ 

，で

あ

つ

て

翁

馬

入

^

あ

い

て

は

丰

、、
>
し

て

®

爭

k

ょ
つ
'
て
、ゲ

ル

マ

ゾ

人

^

あ
い
て
は
、收
畜 

•

ド
ょ
つ

-
て

條

件

；

？：

け

，
ら

れ

た

も

み

で

あ

る
(

。
古
代
諸
民
族

ド

^
い
て
は
、

(

殊
に
羅
馬
及
ス
パ

ン
タ

)

-—

J

1
の
： .

者
市

k

多
く
の
種
族
が
共

^

.住
®

し
て
ゐ
た
た

め

^

-
-
種
族
所
有
は
國

象
所
有
ど
し
て
現
は
れ
る
。
而
し
て
、公
人
の
そ
れ

k

對
す

.る
權
利
は
單
な
る
占
有

(

ボ
セ
シ 

ォ)W

し
て
現

.は
れ
る
。

此

の
。ホセ
シ
ォ
は
種
族
所
有
そ
の
も
の
ど
同
樣

^
、土
，地
所
有
に
の 

み

限
ら
れ
て
ゐ
：る
。

本

會

の

私

有

は

、古

代

民

に

あ

い

て

も

、現

代

諸

民

族

k

あ
け
る
が
如
く

i

^

^

f

l
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^
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丨 t a n ] :

k
,動
產
を
も
つ
て
始
ま

る
。

I

 (

奴
識
及
び

，共
同

體

)

K-
三

ニ
 .

ク

ム

丄

ッ
キ
ス

•
ユ
I

レ
.キ

9 

ト
ム

)

屮
世

•

か.ら
發
生
す

る

諸

民

族

^

务

い

ては
、
a

族

所

有

は
、
輝

々

な

隙
段

——

封

i 

^

±

i l
i

i ]
r

有
®

■

體
.

的
動
產
マ
ヌ
フ
ァ
ク
ト
ー
ル
の
資
本

—

«

? :

通
過
し
て
發
展
し
て
、現

^
 

の
大
•工
業
及
び
世
界
的
競
蒂

^

ょ
つ

て
條
件
づ
け

ら
れ
：た
資
本
、純
粹

な
る

私
有
財
產

I

 

を
れ
は
共

h

體
の

1

切
.

の

外
觀
を

ぬ

c 
a
丧

'

々
、而
し

て
、所

布
の

發
展

F
お
け
る
國
家

の

M 

て

の
作
用

-

影
響

)

を
杜
絕
し
た
ど

乙
ろ

の
I

 
k

到
達
し
た
の
で

あ
る
。

己
の
現
代
的
弘
冇 

財

產
k

s
代
的
國

家
が

照
應
す

る

。

：

：

：
ブ\ 

%

ョ

ァ

ジ
ィ
は
一
の
階
級
で
あ
つ
て

®

M
. 

1

の
、等

族

で

な

い

か

ら

、最

早

地

方

的

で

な

ぐ

、民

族

的

^
、そ

れ

自

ら

を

組

識

す

ベ

く

餘
儀
な 

く 

3
れ
、而
し
て
、そ
の
平
均
利
益

U
.
1
.

の
普
遍
的
形
態
を
附

.與
す
ベ
く
餘
儀
な
く

3

れ
て
ゐ 

る
。

私

有

財

產
が
共
同

」

體
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
の
で
，國
家
は
ブ
,
ジ

ョ

ァ

社

會
:レ
併

立

し
 

又

そ
の
外
に

立

つ
ビ
乙

ろ

の

一.
の
特
別
の
弃
在
士
な
つ
た

0

乍
去
、國

:^
は

ブ

グ

ジ
ョ
ァ
が 

外
ど

k

il
し
て
、そ
の
所
有

v

そ
の

.利

.益：
>」

の(

共
同
の

)

相

S

の：輝
障
の
た

'め
ド

#

然
：的
 

k
.與
ス
る

«

織
：の
形
態
た
る
；以
外
の
何
も
の
で

’

な
い

0

:

，
；

.

.
私

*

は
、私
，有
財
産
：ど
：時
を

.同
：
^

し
て
、原
始
發
生
，的

共

同

發

擧

す

る

も

の

贫

一
(

ニ

一

n

o

マ
ル
ク
ス

=
H

.

: >
r

ル
ス
，に
於
：け
る
厣
始

R

生
的
共
同
體

..の
認
識
.

第」
|

狱

一

九
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5
i

十
s
 

c
u

'
i

s

マ
ル
ク
ス
i
 
.ン
ゲ
ル
ス
に
於
け
る
垛
始
自
生
的
共
同
赌
の
録
識

 

第
'
I
s 

ニ
〇

で
ぁ
る
。

.
羅
馬
人

k

あ
ぃ

.て
は
、私

有

財

產

.及
び
私
權

'の
#
.
展
.は、そ
れ
以
上
の
エ
業
的
及
び

商

.業

.的
：結

.果
を
、伴
ふ

^

V
J

な
.ぐ

し
て

終

つ

た
。，何

ヾ

」

な
れ
ば
、を

の

全
生
產
方
法
は
同

一

の

も
の
，た

.る

^

止
t 0

て
ゐ

1
か

ら
。
現
代
の
諸
民
族

R

お

い

て

は

，
封

逢

的

.共

同

體

は

土

業

■及
び
商
業

R

ょ
つ
て
解
消
せ
ら
れ
て

か

ら
、
私
：
有
財
產
及
び
私
權
の
成
立

ビ

同
時

R

一
 

の
新

し
い
態
様

——

そ
れ
は
吏
ら
に
進
ん
で
發
展
の
能
カ
あ
る

—

が
始
ま
つ
た

。」

i

s
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2
9

00-
2
9
9

と
の
一
節
福
田
德
三
博
士
の

譯
文
も
借

川
し

た。

同
落
唯

.物
史
觀

.經
濟
史
成
立
點
，

の

0

吟
味
、上
册
、一
ニ
七

^

-
k 
ニ
九
冥

マ\

 

.ク
ス

n
u工
ン
ゲ
ル

.ス
は

「

ド
ィ
チ

.
ッ.エ

•
ィ

デ
ォ
口

ギ

ィ」

の
最
後
の
部
分
に
お

S

 

.

て
、分 

勞

ビ

財
產
の
形
態

」

^
題
し
て
洱
び
財
產
の
形
態
を
論
じ
て
ぬ
る
。

「

分
勞
の
種
へ
々
異
つ
た
發
展
階
段

(

形
；態

)

は
.ま
た
同
時

^

所
：有
の
種
々
異

0

/2
形
態
で
あ
る
。
 

換
言

す
れ

.ば
、分
勞
の
を
の
時
々
の
階
段
ぼ
、ま
だ
勞
働
の
原
料

^

真
及
び
所
產
ヾ

」

の
關
係 

^

お
け
る
各
個
人
相
苴
の
諸
關
係
を
定
め
る
。

：

所
有
の
最
始
の
形
態
は
、種
族
所
有

.で
あ
る

。

ぞ
れ
は
一
民
族
が
、狩
獵
、；
漁
撈
、牧
畜
、又
は
せ 

い
ぜ
い
農
耕

^

ょ
つ

!:
•、生
活
す

^'
.ビ

Z

力

の
生
產
の
發
達

.し

て

6
i

い
酱
段

^

m

®
す

.

る

メ

M

耕

k
 

■
ょ

つ

て

生

®

す

る
揚
合
に
お
い
て
は
筒
時

R
一
禾

墾

地

の

多

ぐ

存

在

す

る

Z

ヾ」

を
前
提

V
J

す

る

。
.

分

勞

は

、
こ

の

階

段

R

あ
い
て
は
、未
だ
甚
だ

少

し
か
發
達
せ
ず
、

®

だ
家
族

の
闪
に
與

.へ
ら
れ
て
あ
る
自
然
發
生
的
の
分
業
の
ー
延
長
た
る

^

止
爻
る
。
社
會
的
分
岐

は

象

族

の

|

延

長

ic
限

ら

れ

彖

長

的

’種

族

曾

長
、
を

の

下

k

種
族
成

員
、
^
の
下

R

奴
隸
あ
る

k

止
ま
る
。

•
•：
：
第

ニ

の

形

態

は

、古

代

の

地

方

體

及

，び

國

ま

Ff
有
で
あ
る
。
そ
れ
は
、■
多

の
種
族
が
契
約
又
は

0

略

^

ょ
つ
て

、
|
の

都

市

に

結

合

す

る

こ

ど

，が

ら
、
起，
々
、奴

■
制
度
は

.
前
の
勿
く
存
纘
す
る
の
で
あ
る
。
地
ぃ
方
體
所
有

v
j

併
ん
で
、旣

k

動

產

は

發

達

し

、
時
?:
經

る
‘

k

從
つ
て
、不
動
産
も
發
達
す
る

0

乍
去
、そ
れ
は

|

の
異

例
ン」

し

て、而
し
て
、地
方
體

R

從
屬

す
る

一

形
態

V
J

し
て
止
ま
る
。
國
家
の
臣
民
は
、唯
♦
の
團
體

k

於
て
の
，
み
、
勞

働

す
る

奴
隸

^

襄
し
て
、權
カ
を
有
つ

^

止

6
、從
つ
て
そ
の
た
め

K

地
方
體
所
有
の
形
態
に
拘
束

3

れ
て 

ゐ
る

0 

—

• 

第
三
の
.形
態
は
封
建
的
ま
た
は

#

族

的

所

有

あ

る

.。

こ

れ

は

種

族

所

有

及

び

-地
方
豊 

所
有
の
や
ぅ

R
、1

の
共

.同
：體

の

上

k

築
.か
れ

.
た

も

の
で
あ
る
。
乍
去
、乙
の
共
同
體

k

は、古
 

代
に
お
け
る
如
き
奴

»

で
な
く
、體
僕
小

農

民

が

、直

.接
生
產
階

.級

.ビ

し
.
て
對
立
し
て
：ゐ
る
の

驾
ニ
十
墓

.

(
p

l
j

s

マルクス

“

エ
ン
ゲ
ル
，ス
に
於
け
る
似
姑

&-
生
的
.共
同
'
體
の
認
識 

第
二
號
.

ニ

一
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二
.
十
w
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一H
O

マ
ル
ク
ス
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H

ン
ゲ
ル
ス
に
於

.け

.る
：原
，給
目

.牛
•
的
兆
同
：敏
の
：認
識

 

:

#

一：.歡
 

一
一
ニ

で
あ
る
。

.：

：

封

建

時

代̂
お
ぃ
で
ば
、主
だ
る
所
有

.は、
±:
.地
所
：有

^

存
し
、と
の
土
地
听
有
は
、
 

一
方
に

は
、今
の

上

R

拘
.束
せ
ら
れ
て
ゐ
る
體
僕
の
勞
働
、他
方
ド
は
、土
地
所

有
は
、
一
方

R

ょ
、
 

そ
の
上
に
拘
束
せ
ら
れ
て

ゐ
る

體

僕
の

勞

働
•他
方

^

は
、自
己
勞
働

ビ 

'グ
'ゼ

レ
の
勞
働
を
支 

配
す

る

小
な
る

資
本

ご
結
び
付
い
て
ゐ
る
。

」

ハ
6:
1
-
:
一
 

i

 

:

註
一
七
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頁。

「

ド
ィ
チ
ッ

H 

•ィ
デ
ォ

'ロ
、ギィ

」

k

命
け
る
財
產
形
態
論
は

乙 

> 

で
そ
の
原
稿
が
切
斷
せ
ら

H 

て
ゐ
る
。
乍
併

®

々
.は
こ
れ
ま
で
の

.說
明
で
、彼
が
國
家
發
生
以
前
の
社
會
を
を
の
#
案
に
入 

れ
た

M

 

S
を

*

6
得

.る
の
で
あ
る

0

彼
は
，家
族
が

「

«

一 

の
社
食
的
關
係

」

で
あ
つ
た
原
始
的
時 

代
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、彼

k

ょ
れ
ば
、こ
の
原
始
時
代
は
、財
產
形
態
論
中

k

b
け 

る
第

.一
の
形
態
種
族
財
產
形
態

k

照
應
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ヾ

」

は、「

ド
.ィ
チ
ッ
ェ

•ィ
、デォ
ロ
ギ 

ィ」

の
前
後
の
關
係
か
ら
明
か
で
あ
る
ど

S

は
ね
ば
な
ら

g

o
故
化
前
段
か
ら
す
れ
ば
、家
族

|
 

—

分

勞
の
發
達

——

家
族
の

結
合

—

私
有
財
産
及
び
階
級
の
發
生

—

國
家

■の
發
生
ご

lr 

ふ
順
序
を
も
つ
て

#

展
し
來
る
社
會
的
過
程
を
認
識
し
た
。
而
し
て
、私
有
財
產
は

「

原
始
發
生 

的
共
同
體

」

の
解
消
か
ら

.發
達
し
た
も
の

.で
あ
る
が
ら

®

有
財
產
發
生
以
前
の
、

®

づ
て
、

^

家
發

‘

生
以
前
の
社

#

形
.態
を

「

原
始
、自
生
的
共
同
體

」
v
j

見
た

乙

vj 

k
は

何

等

，
：
の

疑

問

：
も

な

い

の

で

.
あ 

る
o

而
し
て

乙

の
k

始
自
生

 

'的
.
.共

同
.體

^

お
.
け

る所

有

關

.係
は
種
族
財
產
で
あ
☆
、そ
の
時
代 

は

®

k
引
用
し
た
や
ぅ
に
、生
產

_

達
ぜ
ず
、僅
か

^

狩
：職

^

.撥
、收
畜
、初
'.期
の
翁
耕
を
行
つ
て
ゐ 

.た

.の
で
あ
る
。
從
つ
セ

乙

の
'時

習

，
ぃ
て
は
、分
勞
は
未
だ
發
達

.せ
ず
，「

た

^

«
族
：內に
與
へ 

ら
れ
て

'ゐ

.る
•

#

«
生
的

0
.分
業

0;.1’

延
長
：た
る

^

止
ま

6
J、tt
會
的
分
岐
、も
ま
た

.家
族
の

I 

.延
長
へ
た
る
寒

.
'長的

'種
族

#

長
、そ
の
下
：に
鍾
族
員
，を
の
下

K

奴
隸
が
ぁ
り
た
の
に

it
.まつ
て
ゐ

る
 
9
 

/

>

-;
:

'

ハ.
- 

'

,

‘

,

，か
く
見

.で來
：：

を

ヒ

ビ 

> 
で

、
マ\ .

ク

ス
'の

い

ぶ
®

始

自
.生

的:

共

同

體
i

s
ふ

の

ほ

、
後

期■の

.
マ 

V

 V

ス

I,
-
.エ
'
ン
.グ
\ 

:ス
、
殊
^

ニ

ンv
:
v
:

ス

の『

家

族
®

•
財

：
産

及

び

：

_
:
.家
ー
の_

麻」「
「

八
.
.八

四

年) 

R

現

■.は

れ

て

ゐ
 

'る
が

.如
き
：原
始
；的
共

.產

主

義

：の
：社

#

形
.態

.
ど

：
完

全

^
,'
一 

.
致
：す

る

も

の

で

は

な 

.い。
そ
れ
は

.恐
ら
ぐ
、第
十

'九
世
紀
：の
中
葉

-，

で

o'
.原
始
社
會
觀
を
，支
齙
し
て
ゐ

'た
原
：始
.的
家 

長
的

〔

大
家
族
制
か
ら
ヒ
ゾ

:

ト
を
得
だ

：
%

.
の
.
'で
あ
ら
ぅ

£

思
.は
れ
を
？
旣

R

記
じ
た
や
ぅ
化
、自
 

然
法
學
說

R

お
け
る
孤
立
的
個
人
ま
た
は
家
：族
說
；は
：第
十
：八

®

紀
化
至
つ
て
崩

#

し
で
、所
謂 

'

「

社
'會
の
自
然
論

j

を
主
張
ず

'
.る
社
會
的
自
然

'：主
義
者
の
テ
メ

.
リ
ニ
力
蠻
民
な

V」

の
材
料
ド
ょ
る
火

第
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0
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 ̂

A 

.
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'
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 ̂

W
 

^
 

0
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^
 

,

.

.

表
孝
で

.あ
ら
た
べ

5

.

0

,然る

』

‘
マ，ル
ク
ス

)

の；
*

へ
ェ
ゲ
ル

i

、原
始
社
會

M
 

出
發

g

r

k

iい
.て
‘家
長
的
大
家

.族

.刺

^

て、ゐ
る
。

s

l

:

s

i
の

-
'っ
の
事
柄
は
、マ
ル
ク
ス 

の

%

ふ

&

始
自
生
的
典
同
體

」

が
如
何
な

'る
意

.味
の

'も
の
で
あ

.る
か

.を
理
解
せ
し
め
る
の

6

^
 

め
て
重
要
で
あ
る
士
姐
は
れ
る
。：そ
れ
は
國

.家

發

生

直

前

の

：社
，會

形

態

€

見

ら

：
れ

'
:
た

も

の

で
 

ぁ
っ
て
力
の
ェ
シ
ゲ
ル
ス

.
R
ょ
っ
て
記
述
せ
ら

'れ
た
氏
族
制
度
の
末
期
の
狀
態
：を

' 示
す
も
の 

で
あ
る
氏
族
沿
度
に
っ
い
て
エ
ン
ゲ
ル

.
ス

は

^

ふ
:°「

す

べ

て

の

ぞ

の

幼

雅

？
單
純
士
に
も 

拘
ら
ず
、こ

.の
氏
族
制
度
は
，一

っ

の

驚

く

ベ

3

組
織
で
あ
る
し
、軍
隊
、

®

兵

及

び

警

官
な
く
、

*

族
、
 

B

王
殺

*

,
事
ま
た
は
裁
判
官
な
く
、監
獄
な
く
、訴
訟
な
く
し
て
、萬
事
が
秩
序
正
し
く
進
行
す 

る
。…

.世
帶
は

.多
く
の
象
族

S

同
で

t

且

っ

共

産

主

義

的

で

あ

る

。
.
土
地
は
種
族
の
所 

有

で

あ

る

す

、

S

®
だ

け

は

1

時

世

帶

k

割

あ

て

ら

れ

る

。
.•：
•貧

者

及

び

窮

乏

者

は

あ

6 

t

な

い

I

共

產

主

義

的

世

®

及

び

氏

族

は

老

'者
、病
者
、及

び

戰

爭

不

具

者

k

對
す
る
■そ
の
義 

務
を
辨
へ
て
ゐ
る
す
へ
て
の
人
々
が

_
_
_
_

女̂
も
ま
た

I

丨
自
由
で
あ
へ
平
等
で
あ
る
。

」(

註ニ

0) 

か
く
 

•の
如
さ

.氏
族
、制度
、原
始

*

產
主
義

k

關
し
て
は
、マ

V

ク
ス
も

.ェ
x

ゲ
ぐ
ス

i
v

j

も
に

'

八
四
〇 

は
、
ミ
の 

の
ぃ
で
ぁ 

r

て
の

V
J

も

出

會
ビ

C,

(

註ニー

)

年
代
に
あ
い

て
、知
る

乙

ど
が
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

マ
，
ク
ス

H

ユ
ゾ
ゲ
グ
ス 

時
代

^

あ
い
て
、原
始
自
生
的
共
同
體

R

關
す
る
社
會
學
的
認
識
を
甚
だ
輕
視
し
た
も 

る

w

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ

o 

■
か

、
る
見

M

か

ら
見
：て

Z
そ
、「

共
產
黨
宣
言

」

胃
頭
の
一
句

「

す 

從
來
の
社
會

.の
歷
史
は
階
級

.調
爭
の
歴
史
で
あ
る

」

ヾ

」

い
ふ
文
章

の
意
義

?:
解
す
る
こ 

來
る
丨

V「

賃
勞
働
、、

」

資

本」(

一
八
四
九

^

ic
ぉ
け
る
*
代
瓧
#
、封
建
社

#
、ブ

ジ

ァ
社

ふ

人

顧

の:
歷

史
lc

け
る

發
展

階

段
の

區

別

を
理

解

す
る

こ

ミ

が

來

る

の

で

る

El： nfe 姓
— 為 — ■.

一 〇 九

m
一
 一

十四卷

'
拙
著
近
世
社
會
學
成
立
史
、
第

三

章

*

'
 Ilemrich 

C
u
n
o
w
,

 

D
i
e

 M
a
r
x
s
c
h
e

 

Geschichts-, 

Geseilschafts-und 

Staats-the uie, 

I. 

Bd. 

S. 

2"9 

ff.

Engels, 

s
p
r
u
n
g
,

 

s. 

5
0
.譯
ホ
、
一

s

七—

一
k
 

八頁ヾ

「

貨
勞
働

€
資
本

」

の
中
に
お
け
る
常
該
文
章
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

-か
く
て

各

個
人

が
.そのぅちにおいて坐.產する

W

と
ろ
の
社
會
關
係
、
社

會
的 

生
.
產關係

-

は、
物
質
的

.%
0

申
ほ
の
、
坐
産

*:
の，
變

i&
お
ょ
‘
び
發
展
ヾ
、共
に
變
化
す
る
。
 

生產

■

諸
關
係
は
そ
の
總
和
に
お
い
て
、
社
會
關
係
社

#

.W
.

名
づ
け
ら
れ
る

W
'

ころの

.
 

も

の

を

構

：
成

し

、
且
，
マ

焚

に

、
ー

定

の

.、歴

史

的

の

-
發

M

階
；段
に
，お
け

"

る
一

.

の

社：
•

#

を
、阁
 

有
■

の
.

特
殊
の
性

&

を
.

有
.
.
'す
る

.

一
の

'

社
脅
を

.

.
榴
へ
成
：
す
：
る
：？

古

代

'
 

の

社

.

#

、封

姐

，的

•社

會
 

(

一
ニ
九

〕
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マ
ル
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クス

_

n t
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ゲ
ル
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於
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始
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生
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向
糠
の

.
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マ
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S
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5

、

有
產
教
的
社
脅

t
r

か
.や
ぅ
な
る
生
べ
產

■諸
關

'
'係
■
の
總
和
で
あ
つ
て
、そ

 

>
,の各
.
.々
:
が
同

^

に人郯の歴史における一の特定の發展階段を表眾してゐるのであ

る。」 

Marx, 

Lohnarbelt 

u
n
d

 

K
a
p
h
a
l
.
n
e
u

 

herausgegeben 

von 

Karl 

Kautsky* 

1922, 

S. 

2
5

•何
上

 

0 

謂r

貨
勞 

働
W

資本

j

ァルキシズム

0
• #
•

笫セ册四

六
_

_
.

四七

.页

1

.

初
期
の
マ

,
ク
.ス
"
广
ン
ゲ
ル
ス

^

ょ
つ
て
、比
較
的
研
究
の
對
象

^

な
ら
な
か
つ
た

.彼
の

, 

Mr
i:
l
I
於
自
生

^

共
同
體
が
彼

•
等の
注
目
す
る

rc乙

^
2£
:

:

な

つ
た
の
は

.、.

¥

の̂
■頃

^

らィ：
あ 

る

か

筆

者

は

M

n

k
對
し
て

一
八
五

◦

年

代

化

あ

ぃ

て

は

、少

く

(£
も

マ

々

ク

ス

は

嚴

始

自 

.
生
的
共
同
體
研
究
化
志
す
意
志
が
あ
っ
た
も
の

+ど
思
ふ
。
そ
れ
は
、マ
レ
ノ
ク
ス
が
二
人
-
三
年 

k
, ニ
ゥ
ョ
，
ク

•ト
ソ
ブ
ニ
ニ
の

>

め
に
書
い
た
支

(

那
及
び
印
鹿

^

關
す
る

#
^

れ
て
ゐ
る
ど
こ
ろ
か
ら
推
し
て
で
あ
る
。

i

i

マ
ル
ク
ス

.
は
、乙
の
支
那
及
び
印
度

^

關
す
る 

評
—

M
 

4
で
近
代
歐
洲
殊

k

英
國
の
資
本
主
義
が
支
那
及
び
印
度
ド

.對
ず
る

«

略
的
政
策

t
 

如
筲

^

描
ぃ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、そ
の
印
度
の
社
：會
組
檝
の
根

«

を
.
な
す
も
の
は
、村
落
共
同 

體
セ
あ

(

る
こ
ど
を
述
ベ
、今
の
英
國
資
本
主
義
の
侵
略

^ :

ょ
.る
崩

«

の
.過
：程

^

撕
0

て
ゐ
る
。
 

r

し
て
利
落
共
同
體

k

つ
ぃ
て
は
、次

.の
ゃ
ぅ

^

'
記「

し
て
ゐ
る

0
'.

.「

と
の
一
一
つ
の
事
情

*即
ち
一
方
に
あ
い
て
は

*
ヒ
ゾ

♦ッ
ゥ
人

が

す
ベ

.て
の
東
洋
諸
民
族

V
J

同 

じ
や
ぅ

k
、農
業
及
び
商
業
の
栽
礎
で
あ
る
包
括
的
な
公
共
事
業

^

對
し
て
配
虛
す
る

Z

ど
 

?:
"

中
央
政
府

^

委
任
し
た
事
實

"他
方
ド
お

S

て
は
、全
國
に
散

*

し
/て

ゐ

る

乙

の

農

業

<£
商 

業
ど
が
、農
業
的
並
に
手
エ
業
的
舉
働
の
家
內
的
秸
合

^
ょ

つ
て

、
'た
<
小
中
心

^

集
合
し
て

ゐ
た
事
實
、

-
-
こ
の
ニ
つ
の
事
實
は
考
ぺ
得
る
時
代
以
來
、

一

の
將
殊
な
社
會
組
織
即
ち
所

謂
村
落
組
織
を
形
成
し
た
。

乙

の
村
落
組
織

は
，乙

れ
ら
の

/]
-
■
中
心
の
ず
ベ
て

£

し

5

 

の
獨
立
の
組
織

I

れ
特
有
の
生
命
を
與
へ
た
の
で
あ
る

0

乙

の
組
織
，.
の
特
性
に
っ
い
て 

は
、吾

々
は
^

の

印

度

の

事

項

^

關

す

.る
英
國
下
院

の

舊
い
公
式
の
報
吿
か
ら
採
つ
た
叙
述 

を
兆
礎
ビ
し
て
、

1
の
#0
斷
を
與
へ
る

^

^

が
出
來

.る
0 

:、

,'
. 

〜

『

一
の
村
落
は
，地
坪
的

^

見
れ
ば
、數
百
ま
た
は
數
千
ェ
工

V

T-
の
»

埤
及
.び休
軿
地
を
包 

含
す
る

o

政
治
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、そ
れ
は
都
市
幽
體
に
類

.似
す

.る
o

そ
の
役

,員
並

k

使 

用
人
は
次
の
如
く
示

_

れ
て
ゐ
る
？

 

•ホ
タ
ィ
ル
即

-?
>
典
向
體
，の主
長
は
、

I

般
に
、村
落
の
事 

務
を
監
督
し
、
_

民
の
係
爭
，を調
停

.し
#

辂
を
監
督
し

‘

の
村

.內

R

お
け
る
祖
稅
を
徵
收
す 

る
。
.

こ
の
義
務

^

對
し
て
は
、彼
の
個
人
的
勢
ガ
ど
住
民
の
狀
態
ど
事
務
ど
に
對
し
て
、充分

笫

ニ

十

四

卷
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一
三

D
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ル
ク
ス
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エ
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ゲ
ル
ス
に
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げ
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包
生
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共
咏
體
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認
識

 

.第
二
.號
 

一

一
七



£

 

一+
•

&
.

 

C
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.
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ニ

し

Z

ク

ス

上

ン

.ゲ
ル
'
ス
.
に
於
げ
.る
.

M
始
自
生
.的

共

同

體

の

墨

筋

ニ

'
號
.

ニ
1

k

精
通
す
る

.
J

が
、彼
を
最
：適
任
た
ら
し

.
め
る
所
以
：で
あ
る
。

ク
ル
ヌ
ム
は

±

也

#

ご 

♦ 

f
 

f
 

L
乙

れ

k

關
係

t

す

5

の
.そ

I

處
_

,
す
る

。

タ

y 
i

ビ

h

チ
v

f
 

•
か
.
乙

n,
 

k

次

r

。

前
者
の

.
任
務
は
、犯
罪
並
。
.

^
違
反

^

關
す
る

.
報
齿
の

.
作
成
.
並
レ
ー
村
か
ら
他
，村

C 

旅
行

)

る
人
々
ゆ

*

待
及
び
保
護

か
.ら
成
 

>
 
立
つ
の
で
あ
る
。

後
者
の
活
動
範
.圓

，は
こ
れ 

k

反
し
て

_ 

£

自
體

k
.限
ら
る

r

が
如
く
で
あ
る

°

彼
の
職
分
は
就
中
、收

獲

の

保

議

€
そ 

の
0

 

w
 

k
お
け
..る
援

助
で
あ
る
。
境
界
見

I

 

&

田

I

を
見
張

i

 

™
の
®

含 

k

.
は
、そ
の
經
過

k
,就
い
て
說
明
す
る
。
傾
及

.
び
水

道

の
.
監
督
は

•農
乘
の
た
め

K

水
を
分
免 

し
婆
羅

i
：

は
村
の
神
事

I

 

6
.
•
學
校
長
は
村
童

S

の
上
で
讀
み
書
含
を
敎

5

後

C

、
,

‘ 

S

羅
門

I

は

直

？

ぐ
が
あ
る
。

▲

官

5

び
使
用
人
が
_

村
落
の
行
政
機 

f

形
成
す
る
。
乍

2

の
多
く
の
地
方

t

 s

て
は
、こ
の
機
關
は
、か
く
の
如
く
分
化
し 

て
ゐ
な

S

の
で
、そ

，
；

で
は

以

上
記
し
た

義
務

及
び
職
分
の
多
く
が
、一
人

^

歸
し
て
ゐ
る
の 

で
あ
る
乙
す
化
反
し
て

.
他
の

.地

.
方

k

お
い
て

は
•

乙
.

り
行
政
機
關
は
、以
上
記
し
た
官
吏
の 

數
を
起
し
て
，

Q

る
の
で
あ
る

0』 

.

か
く
レ
攻

&

衣
落

.行
政
の

m
E
r
a
な
形
態
の
卞

R-
、住
民
は
太
杏
以
來
生
活
し
て
來
た
。
时

の
境
界
は

^

ぐ
稀
れ

k
の

'
 
み
變
页
せ
ら
れ
、而
し
て
、村
落
は
、往
々
戰
嗶
饑
馑
、爻
た
は
疾
病
の 

た
め
に
闽
窮
し
、ま
た
は
釜
然
硪
壊
せ
ら
れ

た

k

もg

ら

ず
、を
の
名
稱
、

it
双
、利

«

#

家
族
す 

.ら
數
百
华
を
通
じ
て
同
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

估
民
は
王
國
の
滅
亡
も
ま
た
を
の
分
割

R

»

し
て
も
心
を
痛
め
な
か
づ

^
0
-

-

-

-

-

-就
中
、そ
の
内
部
經
濟
は
、一
指
を
染
め
ら
る
ゝ

乙

ビ

が
な
か
っ
た
。

■

，社
會
有
機
體
の
こ
の
小

5

な
個
宠
し
た
形
態
は
、大
部
分
崩
解
し
、ま
た
は
消
減
せ
ん
.ど
し 

っ
、
あ
る
の
で
ぁ
る
が
、を
れ
は
、英

_

徵
税
吏
並

k

英
S

 

.の
慘
酷
な
干
涉
.のた
め
ビ
い
ふ 

ょ
&

は
寧
ろ
、英
國
の
蒸
汽
櫧
關

：

及

:

び
英
國
の
自

rH
賀
易
：の
た
め
で
あ
る

。
.
乙

の
種
の
家
族 

共
向
體
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。
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世
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懸
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摘
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瓜
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迎
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七
年

¥

出
し
て
ゐ
る
。
 

即
ち

乙

の
兩
著
作
た

^

け
る
原
始
的
社
會
雜
織
.に
關
す
る
言
葉
ば
彼
の
ィ
ン
ド
及
び
支
那
に 

關
す
る
評
論
の
植
ち

^

後

^

來
る
ベ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
苔
々
は
、今
マ

グ
ク
ス
が

兩
者 

R

お

S

て
、
原
始
的
社
會
組
織

^

つ
い
て
如
何
な
る
態
度
を

«

つ
.て
ゐ

る
か
を
記
す
る
で
あ
ら 

ぅ
。

「

ド

ィ

チ
ッ
于
ィ
：、デ

ォ
ロ
 

V

ィ」
「

共

產

黨

宣

言

」
「

哲

學

の

貧

闳

」

等

^
お
い
て
，發
展
せ
ら
れ
た
マ

浓二十

s
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ゲ
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於
け
る
拟
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舀
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典
同
體
の
認
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ス
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l

l

的

霞

の

I
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说

i

ク

U

社

會

學

的

I

s

l

1

八

五

九

年

刊

s

f

 2

f

お

い

の

I

 

.

;
s i
l i】

! !
”

y

^

f

も

の

を

包

含

し

て

ゐ

る

,
,
.マ
,

,,
…

^

^

 :

.“
"會

I

!

し

て

！

 
5

,
-A
J

i

.
、
V

:
 

ノ 

{

ノ
ノ
つ
.

の
^

2

^

あ
い
て
人
配
文
化
史
の
出
發

_

f
f力
i

が

侦

人

で

は

な

く

し

て
、所

謂

祉

舍

化

せ

る

個

人

で

あ

る
こ

ビ

r宣

言

す
る
。

，

#

ヵ

茲

k

取

扱

は

ん

V
J

す

る

對

-象

は

先

づ

物

質

的

生

産

'で

あ

る

。.

.

.

社

會

ド
お
い
て
、生
産
し
つ
ノ
あ
る
人
々
が

I

從
つ
て

.人

々
の
.
社
會
的

S

:定
せ
ら
れ 

た
る
生
產
か
あ
の
づ
か
ら
、本
書
の
出
發
點
で
あ
る
。

ス

三

ス
あ
ょ
？

力
ァ
ド
が
そ
れ
を 

以

“

始
め
た

S

、か
の
離

S

居
の
織
夫
や

I

 

?

八
世
紀

s

 

I

S

し
さ
幻
奴 

I

 

f

す
"

"

f

ら
は
ロ
ヒ
ン

ソ

V

物
語
で
あ
つ
て
、決
し
て
、文
化
史
家
の
想
像
す
る
や

5
,

R

た

i

度
の
文
化
益
す
る
反
動
や
、誤

f

れ
た
る
自
然
生
活
へ

S

歸
や
を
現
は
し 

て
ゐ
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
が
、斯

か
る
自
然
主
義

k

立
脚
せ
ざ
る
は
、か
の

生
て
な
が 

ら

S

立
せ
る
主
體

I

約

k

ょ
つ

マ
關
係
，せ

し
め
結
合

せ

し
む

U

の
、
” I

ソ
， 

の
ず
會
契
，

|

異
る
ヒ
こ
ろ
は
な
ぃ
。

こ
れ
ら
は
大
小
の
ロ
ビ
ン

ソ

V

物
語
の
假
象
、取
な

る密笑が假象である寧

.ろ
そ
れ
は
叶
六
世
紀
こ

.の

.か
^
.準
.備
を

.
/ /

し、十
八
世
紀
^
お
 

S

て、そ
の
成
熟
へ
の
大
進
步
を
な
せ

し
、『

市
民
的

ft
會』

を
豫
想
す
る
も
の

.で
あ
る
。
自
由
競 

郇

の
行
は
れ
る
乙
の
社

#

k

あ

s

て

は

®

人
は
、

そ

れ
以
前
の
歷
史
時
代
に
お
い
て
、彼

t
一
 

定
の
限
ら
れ
た
る
人
間
集
園
の
所
属
員
た
ら
し
め
た
る
、自
然
的
紐
帶
等
か
ら
解
放

5

れ
て 

現
は
れ
る
。

ス
ミ
ス
お
ょ
び
リ
ヵ
ァ
ド
•か尙
ほ
全
く
を
の
影
響
の
下

k

A

lr
て
第

十

八

世 

紀
の
豫
言
者
だ
ち
は

*

方
K

あ
い
て
は
、封
建
的
社
會
形
態
の
崩
解
の
、他
方

k

お
い
て
は
、ナ
 

六
世
紀
以
來
新
た
に
發
展
せ
る
生
產
カ
の
產
物
た
る
ど
ミ
ろ

の
、
ナ

八

世
紀
の
こ
の
個
人
を 

.ば
•過
去

R

存
在
せ
し
理
想
ビ
し
て
、頭
に
泛
べ
て
，

Q

た
の
で
あ
る
。
歴
史
的
の
結
果

V
J

し
て 

で
は
な
く
、む
し
ろ
歴
史
の
出
發
黙

V
J

し
て
。

こ
の
個
人

.は
合
自
然
的
な
も
の
、
如
く
見
え
、且
つ
人
間
性
に
關
す
る
彼
等
の

.觀
念

k

適 

輝
し
て
ゐ
た
が
故

R
、を
れ
は
座
史
的

R

成
立
し
た
も
の

v
j

見
え
ず
む
し
ろ
自
然

k

ょ
つ
て 

定
立

5

れ
た
も

.の
ど
見
え
た
の
で
あ
る
。

」(

鞋
1

,.
.
£

) 

.
;

.註
三
五

N
u
r 

Kritik der politischen Oekonomie. 

9. 

A
u
p、

Ss. XIII.

宮
川
货
譯
、經
濟
學
批
判
、序
說
三

1

四

.

.

.頁
0

n

,■
,

'
..
.,

.
第
—

I

十
四
卷

(

ー.四
1〕

-T
ルクス

=
エゾゲルス

'に
於
け
る
撺
始
自
生
：的
共
同
體
の
認
識

 

罾
一s

S

セ



第
二
十8
 

(
1

S
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マ
ル
，
ク
、
ス
-

i
シ
ゲ-ル.ス.
.に.於
.け

る

盔

窗

的

共
.：g
.
s顏
 

第
一
一̂

f
 

人

乾

历

始̂

お
け
る
孤
立
人
の
假
定
を
斥
け
た
マ
ル
ク
ス
は

^

何
な
る

立

場

?:
採
つ
た
か
。
 

を
れ
は
孤

.立
人
の

.假
定

k

對
し

’
て
ば

‘、正
反
對
の
所
說
で
あ
る
。：

彼
は

ハ
ふ

o 

.

「

我
々
が
歷
史
を
遠
く
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ざ
、個
人
は
從
つ
て
ま
た
生
産
す
る
個
人
は
、非

S

上
 

的
な
、

1

の
よ

6

大
な

.る.全
體

k
.屬
.

,{
>
て
ゐ
る
も
の

V
J

し
て
現
は
れ
る
。
最
初
に
は

-H

ほ
全 

く

母
然
的
な
方
法
で
、家

族

よ

び

遞

族

k

ま
で
搬
大

5

れ
た
る
家
族

に
、後

k

は
嚯
族
の 

對
立
ど

.
融
合
ど
か
ら
生
じ
た
る

®

，々な

.る
形
態
の
共
同
幽
體
に
。
：
：
社
會
の
外
部
に
あ
け 

る
孤
立
せ
る
個
人
の
生
.產

ど

S
ふ

Z

す
は

、

_

,
そ
れ
は
稀
に
は
文
明
人
が
.偶
然

k

荒
野
に 

迷

CA
込

o

%

合

^

起
み
得
る
の
で
あ
る
が
、か
、
る
文
明
人
は
旣

k

諸
々
の
社
會
力
を
能 

動
的

k
.有
し
て
ゐ
る

_
_

.
共

k

生
活
し
，共

k

語
.る
個
人
な
く

し
て
.の
言
語
の
發
展

ど
い
ふ 

火
等
七

.く

.一
の
贺
刺
で
あ
る

OJC

註
2

C

:
^

三
六

.
、
'

N
u
r Kr

i
.
t
i
k
.
.
.

 

s
.
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X
I

V
.

譯

本
..

四

.一
五

M

:

.

歷
史
の
，初

0

k
お
い
て
個
人
が
屬
す
る

€

い

ふ「

一
の
よ

〈

ノ
大

な
る
全
體

」

ど
は
师

t

意

す̂ 

る
の
で
あ
る
か

0

.

.マ

ル
ク
ス
は
、

^

說」

の
他
の
場
所
で
、財：產
形

.

iの
發
展

^
.關
說

し
て

ゐ
る
が
、
 

そ
す
力
こ
の
說

s

v

k該
當
す
ベ

.さ
も
の

'
.で
あ
る
や
ぅ
で
あ
る
。
彼
は
生
產

y
j

財

產ぐ

」

の
關
，係

R

 

.

.

.

.
つ

S

て
い

ふ
。

「

總

て
の

生
產

は
、或

.る

一
定

.

の
社
.會
形
態
の
內
部

^

ぁ

lr
て

11
つ

そ
.
.の

媒

介 

k

よ

つ
T

ff
i

人
が
行
ふ

S

こ
ろ

の
、
自
然

の

擅
有
で
あ
る
。

乙

の
意
味

k

あ
.い
' て
、
財
産
が
生
產

の
.一

條
件
で
あ
る

ビ

云
ふ

.

こ
ビ

は
、同義 

形
態

. k

、例
へ
ば
、私
有
財
產

K

飛
權
を
す 

有
財
産
は
そ
の
反
對
の
形
態
た
る
無
財 

歷
史
の
，示

す

^

乙

/?
^

ょ
れ
ば
ひ
し
ろ 

人
、：
等

.

ど
R

.

あ
け
る

)

が
財
産
の
本
源
的
形 

ビ

.い
姿
容
の
も

€
i c

、尙
ほ
度
く
一

 

の
 

註
三
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；
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譯

マ
火
ク
ス
は
ま
た
他
の
個
所

R

おぃ 

て
見
る

や

ぅ
な
、自

生

的

形
態

k

あ
け
る 

て、
t

れ

k

對
し
て
脚
註
を
つ
け
て
、次の 

「

近

時
、自

生

的

典
有
財
產
制
ば

ス
ラ 

.全

く 

口
シ
ヤ

R

の
み
存
す
る

尨
態
で

.反
覆
：：で
あ
る
。

し
か
し
、こ
の
も
の
か
ら
、期
產
の
一
定 

る
の
は
、笑
ふ
べ

,

t
ヰ
で
あ
る
。

(

な
ほ

^

の
上
ぢ
私 

產
を
も
、そ
の
條
件

V」

し

て
、
前
提
し
て
ゐ
る
も
の
だ

)
。
 

共
有
財
産

(

例
へ
ば
ィ
ン
ド
人
、ス
ラ
ヅ
人
、古
代
，ヶ

\

ト
 

態
で
あ

.る
。

.を

.し

,
x此
の
形
態
は
公
共
團
_
の
财
產 

重
要
な
る
役
割

?:
演
じ

.て
ゐ
る
も

本.
1
.
1
1
1

 

ニ 

頁。

て、「

吾
.
.々
が
す
べ

.て
の
文
化
民
族
'の
 

共
同
勞
働

」

ヾ

」

い
ふ
言
葉
を

;]
]

ゐ
て 

や
ぅ

^

い
つ

'て
.ゐ
る
。

グ
民
族

^
特
有
な
る

形

態

で
あ
る 

あ
る

v
j

S

ベ
い
ふ

m
心
f

e
が
擗
ま
つ

ゐ 歷  の

る 史 で

S の あ  
三 初  る

- m  <
而 it S
し 於 s

第
ニ
十
叫
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マ
ル
ク
ス
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ゲ
ル
ス
に
於
け
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原
始
自
坐
的
共
同
贈
の
韌
識

V
J

い
ふ
思

想
、
或
は 

て
ゐ
る
ぢ
今
れ
は
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第U

號

四

O
笑
ふ
べ

さ

偏
見
で
あ
る
。
共
産
制
は

ft
畲
の
一
原

始
的

.形
態
で

あ
つ
て
、吾

々

は

そ

れ

が

ロ
 

才
，：ァ

人

ニ

 

い
て
も
、ヶ

て

人

£

て
も
、存
在
し
て
ゐ
た
事

£

.

、

1

る
' 

こ

ビ

力
出
來
る
。'然
し
、そ
の
種
々

_

々
の
見
本
を
有
す
る
完
全
な
る
見

-
本
臺
紙
が
、
 

'，印度
人
の
間

S

.
七
、一

部
分
亡
び
ゆ
く
狀
態
に
あ
い
て
で
は

あ
る
が

今
も
尙

ほ
存
在
し
て 

ゐ
る
。

ァ
ジ
ャ
的
の
、殊

k

ィ

ゾ

ド
的
の
共
有
財
産
形
態
の
充
分
な
る
研
究
は
、如
何

^

し
て
、

自
然
發
生
的
共
有
財
產

s

 

J

る
形

n

 
0 

m

m
 

S
々

生
ず
る
か
を

.

證
明
す
る

.
で
あ
ら
ぅ
。

.

例
へ
ば
、

,

ォ
.
マ
及
び
ゲ

,

マ
ン
の
：私
有
財
産
制
度
の
種
々
な
る
原

攻

的

タ

ィ
フ
は
ィ
ン

ト

#

產
依
の
種
々
な
る
形
態
か
ら
導
か
れ
得
る
の
で
あ
る
。

」c

註
-
九y
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譯
本
ー
五

-
一
六
M

O

而
し
て
、か
く
の
如
さ
自
生
的
共
產
制

^

お
け
る
生
産
が
、商
品
生
產
で
あ
る
か
否
か
の
諧
化 

つ
；S

て
マ
ノ
ク
ス
は
醉
ロ

"
生
康
、

<1
原
始
共
產
制

ビ

の
交
涉
を
論
じ
て
ゐ
る
。

「

實
際

^

お
い
て
、
 

商
品
の
交
換
過
程
は
、最
初
匕
自
生
的
共
同
體
の

#

胎
內
に
現
は
れ
る
も
の
で
な
く
、自
生
的
共 

.
同
體
の
盡
さ
る

ビ

こ

ろ
、そ
の
境
界

k

於
て
、
f

れ
が
他
の

.共
‘同

體
ミ
接
觸
す
る

--
.
一
三
の
場
所

k

:f e m i

於
て
、現
は 

共
同
體
の .

註

以
上
の

的
結
論

」

に 

進
步
の
階

代(

、ギ
リ
シ

構
成
の
進 

け
5

5 S

細 

「

賃
勞
働

V
J 

V
J

し
た
も 

原

始

«!
:
會

共
同
體

k

れ
る
の
で
あ
る
。
斯
か
る
場
所
に
於
て
物
々
 

內
部
に
侵
入
し
て
ゆ
&
*
產
社
會
を
ば
崩
解

四
o

N

u

r
 

Kritik. 

s. 

3

P譯
本
四
六

——

四
七
頁

0

說
明
を
聞
い

.

.て

.
吾
々
は
マ
：，
ク.ス
の

「

矹
究
の 

さ

..で

あ

ら

ぅ

バ

課

四
W

五n

々

*±
乙

のr

一
 

る

乙

ヾ

」

が
出
來

5

の
で
あ
る
。

「

否
々
 

マ)

的
の
、封
建
的
の
、及
び
近
代
資
本
家 

段
？
な
す
こ
气
か
出
來
る

」
V
O
C

註四ニ

)

對
す
べ 

段」

を
見

ヤ•ロ
才

步
の
階 

‘亜的
生 

資
本
友

の

£

k

關
す 

お
け
る

交
換
は
始
ま
る
。

そ
し
て
此
處
か
ら 

せ
し
む
る
の
で
あ
る
。

/

驻四
0

>

導
き
の
絲

v
j

な

つ
た

^

こ
ろ
の
.一般 

般
的
結
論

」

の
中
^
、

「

»
濟
社
會
構
成
の 

は
極
く
大
づ

か
み

R

、®

細

Ji
l
l的
の
、古 

的

の
、
生
產
方
法
を

も
つ
て
、經

濟
社

#
 

吾
々
は
こ
の
社
會
發
展
の
堦
段

k

お

<
ど

I
文
の

筆
產
方
法

j

の
何

?:
意
味
す
る
か

?:
;旣

R

知

.つ

.
•た
の
で
あ
み
、マ
ル
ク
ス
が
^
の
 

あ
け
る
社
會
發
展
階
段
の
區
別

*

代
的
、封
建
的
、並

k

ブ
グ
ジ
ョ
ア
的
社
會 

し
て
、ア
ジ
ヤ
的
社
會

•を
附
加
し
た
の
は
、五
十
年
代
に
あ
け
る
マ
火
ク
ス
の 

る
誕

.識
の
發
展

?:
示
す
も
の

S

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
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_
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自
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「
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⑽
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づ
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ざ
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I

少 

者
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で

，
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、
そ

れ

は
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0

生
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共
同
體
が
そ
の
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瓦
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•'
,「

資
本
論

」

R

咯

け
る

マ
ル
ク

ス
は
大
體

k

お

S

て
、「

經
濟
學
批
判

J
R

あ
け
る
マ
，

ク
ス
^
同一 

.の
立
場

^

立
つ
。
旣

k

社
會
構
成
の
最
初
の
階
段
士
し
て
の
ァ

■

ジ
..

ャ
的
社
會
を
認
め
た
彼
は
、
 

「

資
本

r

R

あ
い
て
も

.

屢
々
ァ
ジ
.ャ
的
社
會
の
土
地
共
有
制

^

つ
い
て
述
べ
て
ゐ
る

し
、
.彼

が「

經 

濟
學
批
判

J
k
.あ

S

て、土
地
所
有
制
を
も
つ

て
、
ス
ラ

•ゥ

民
族
の
、殊
に
ロ

シ
.
ャ
R

の
な

#
在
す
る 

_

度

，r
j

す
る

說

を

嘲

、笑

し

た

個

處

は

、

「

資

本

論」
(<
:

货

い
て
も
笫
ー
ー
版

_

ど
し
て
、引
用
^
れ
て
ゐ 

る
o

g
四
g

故
k

、マ

ル

ク

ス
‘
の
立

場

は
、雨
者
同
一
ど
い
つ
て
差
支
な
い
で
あ
ら
ぅ

。

.彼

は
い
ふ
。

「

古
代
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
社
會
的
生

.產
組
織
體
は
、ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
の
生
產
組
織
體
纥
比
す 

.

れ
ば
遙
か

^

眾
純

^

し
て
透
明
の
も
の
で
あ
る
。
然
し
、乙
れ
ら
の
生
產
組
織
®
は

個
々

人

' 

ヵ
彼
等
を
相
互
に
結
合
し
て
ゐ
る
ど
こ
ろ
の
自
然
的
種
族
關
係
の
脾
の
緖
か
ら
朱
だ
斷
ち
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切

ら

れ
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產
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叫
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し
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續
し
て
ゐ
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た
な
る

共
問

の ら  

で n  

あ 個

っ 人  

て 的

勞 發  

働 達  

生 の  

產 未  

力 熟  

の 狀  

發 態  

達 か  

r、 又 
f/.j は 

低 直  
級 接  

段 の  

階 主  
1 C 從 

止 關  

ま 係 

b か 

隨 で
つ い

て づ 

物 れ  

質 か

行
程
の
內
部

k

お
け
る
人
顋
の
關
係
板
言
す 

係
が
尙
ほ
局
降
^
れ
て
ゐ
る
こ
ど
化
制
約
さ

b
a
。
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く
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如

5

太
古
の
社
會
共
同
體
の
內
容

V

J
說

|!
)
|
し

て

次

の

如

く

い

ン
ド
^

於

け

る

、
か

の

矮

小

な

太

十；！

的

の
 

所
で

,&
る

が
、そ
れ
は
土
地
の
共
有
ど
、

農 

體
の

設
☆一 

ド
胄

A

y

^

M

へ•ら
れ
た
る
方
策 

的

分
業
ど

^

、驻
礎
を
置

S

た

,°

此
等
の
典
同
體
は
、い
 

丨
，
力
ー
の
地
域
を
占
む
る
自
足
的
の
洤
產
體
を
成
し 

體
そ
れ
自
身
の
遛
接
の

.必

耍
の
た

'■め
に
、造
、ら
れ
る

も

共
同
體

は
、j

部
的

^

は
、
今

日

尙

ほ

存
 

業
及
び
手
工
業
の
直
接
的
，結
合
ど
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及
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設
計
ヾ
し
し
て
役
立
つ
所

0
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づ
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ぅ
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產
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れ
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で
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て
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等
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共
同
體

R

於
け
る
生
產
そ
れ
自
身
は
、ィ
ン
ド
社
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る
^

^

交
換

^

依
つ
て
媒
介

^

れ
る
所
の
分
業
か
ら
は
、獨
立
し
た
も
の

ビ
在 

で
あ
る
。

而
し
て
、た

V

過
剩
の
生
產
物
の
み
が
商
ぬ
に
轉
化
^
れ
た
の
で
あ 

1
.

部
的

k

は、國
家
の
手
を
通
じ
て
、初
め
て
行
は
れ
る
、じい
ふ

^

様
で
あ
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て
は
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つ
ど
も
知
れ
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時
代
か
ら
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定
量
の
生
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の
手

,
註
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而
し
て
マ

,
 

態
で
あ
つ
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に
お
い

.て
、
描

ク

ス
は
ピ
の
印
度
に

お

け
る
村
落
共
同
體
が
元
來
支
那
に

お
い
て
も
、本
來
的 

Zど
を

承
認
し
、こ
‘の

共

同

體

の

商

業

資

本

k

ょ
る
崩
壊
過
程
を
資
本
論
第
三 

い
て
ゐ
る
。

「

イ

ン

ド

及

び
、
支

那

k 4

け

る

生

產

方

法

の

廣

大

な

某

®

よ
、小
邊

形卷業

^
家

庭

的

工

業

ど

の

合

一
に

ょ

つ

て
、
形
成

^

れ
て
ゐ
る
が
、ィ
ン
ド
で
は

そ
の
上

+

nj
、t

地

共 

f̂
t

k
拖
く
利
落
共
同
體

ど

い
ふ
形
體
が
加
つ
て
來
る
。
尤
も

^

れ
.
は、支
那

k

お
い
て
も
本
來 

的
形
態
な
の
で
あ
つ

.た
。.ィ

ゾ

ド
で
は
，ィ
ギ
ヅ
ス
人

た
ち
は
、

支
配
者
及
び
土
地
所
有
者

ど
し 

て、此
等
の

.小
^
さ
經

.濟
的
諸
共
同
體
を
破
壞
す
る
た
め
匕
彼
等
の
直
接
の
政
治
的
權
カ
ど
經

f a H i

濟
的
權
力

V」

を
同
時

k

利
用
し
た
。
彼
.等
の
商
業
は
ィ
ン
ド
の
生
產
方
法
に
革
命
的
の
影
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を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ

れ

は
.彼
等
が
、廉
價
な

.諸
商
品
を
以
つ
て
、畠

エ
業
生
產
の
斯
か
る 

合

一

の
太
初
的
な

.必
須
成
分
た
る
妨
績
業
及
び
機
械
業
を
破
壊
し

®

く
し
て
，此
等
の
諸
共
同 

體
を
分

*

せ
し
め
る
眼

6

^
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い
て
、言
ひ
得
る
こ
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で
あ
つ
た
。
而
も

r
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の
分
解
作
川
で
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め
て
徐
々

ビ

達
成
さ
れ
た

k

過
ぎ
ぬ

0

支
那

R

お
い
て
は

^

K
ら

S
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で
あ
つ

u

o

蓋 

I

支
毋
で
は
直
接
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.
政
治
的
權
力
を
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用
し
得
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
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エ
業
の
崑
接
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結
合
か
ら
生
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ろ
の
大
な
る
經
費
節
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時
間
節
減
が
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で
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工
業
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諸

生
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物
^
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め
て
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强
な
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れ
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.
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て
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卷
刊
行
の
時
代

^

涉
つ
て
、マ

/-
ク
ス
の
原
始
自
生
的
共
同

®
 

R

對
す
る
研
究
は
、ィ

ゾ

ド

^

お
け
る

-̂
れ
に
旳
け
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
が
、原
始
自
生
的 

:I
J
ハiiE

體
の
亦
往
が
特

k

ス
ラ
ゥ
的
の
も
の
で
あ
る
ヾ
し
い
ふ
主
張
ど
、こ
れ

^

伴
ふ
口
シ
ャ

R

お
 

け
る

®

會
蓮
動
の
勃
興

V
J

は、マ
グ
ク
ス

?:
し
て
口
シ
ャ
研
究
に
向
は
し
め
た
の
で
あ
る
。

マ
 

ダ
ク
ス
は
旣

^
.記
し
た
や
ぅ
に
、原
始
自
生
的
共
同
體
の
存
在
を
も
つ
て
ス
ラ
グ
民
族
の
特
殊 

性
^

歸
す
る
こ
ど
を

「

笑
ふ
ベ
さ
偏
見

」

ど

し
て
斥
け
た
の
で
あ
る
が
、尙
ほ
彼
は
全
口
シ
ャ

k

お
 

け
る
共
同
體
の
祚
在
ど
乙
れ
^
關
連
し
た
ロ
シ
ャ
農
業
事
情

V
J
V
J

研
究
せ
ん
ど
し
た
の
で
あ 

る
。

マ
ル
ク
ス
の
ロ
シ
ャ
研
究

^

つ
い
て
、資
本
論
第
三
卷
序
文
^
、エ
ン
ゲ
ル
ス
は
次
の
や
ぅ 

つ
て
ゐ
る
。

「

乙
の
地
代
篇

k

つ
い
て
は
、マ
，
ク
ス
は
、十
九
世
紀
七
十
芈
代
に
全
く
新
し 

き
特
殊
研
究
を
な
し
て
ゐ
た
。
彼
は
一
八
六

一

ハヰの

『

改
茫
以
後
ロ
ン
ャ
に
於

S

て
避
け
ら
れ 

ぬ
所

V
J

な
つ
だ

.土
地
所
苻

k

關
す
る
統
計
的
報

ff
や
そ
の
他

.の
出
版
物
を
、被
の
地
の

友
人
た

ち
か
ら
こ
の
上
な

く

完
全

R

.供
給
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、數
年
間
に
耳

6

原
語
で
こ
れ
を
研
究
し 

て
抜
萃
を
竹
つ
て
ゐ
た
。
而
し
て
、彼
れ
は
此
等
の

.抜

.萃
を
ば
、本
篇

.
k
新
た
な
る
乎
入
れ
を
施 

1

ど
さ
利
用
し
ょ
ぅ

V
J

考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ァ

k

於
て
は
±
地
所
有
も
農
業
生
產 

者

す

ち

す

る

科

取

7
pdl
*

\

k

#々
の
形
態
を
採
つ
て
ゐ
た
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を
こ
で
地
代
^
關
す
る
篇
の 

1

で
は
を

 

ー
^

の

^
~で

1

業
上
の
賃

€<
努
働

.の
分
析
に
つ
い
て
、ィ
ギ
リ
ス
が
演
じ
た
の

:し
同 

1
.

の
役
割
を
、ロ
シ
ァ
が
演
ず
ベ
会
？

あ
つ
た
。
不
幸

.k
し
.て、彼
れ
は

乙

の
計
畫
を
遂
行
し 

#

ず
^

.
終

つ

た

。
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'
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。
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あ
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^
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^
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し
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"
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し
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た
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る
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勿
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ャ

k

關
し
て
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的
な
著
作
を
著
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て
は
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な
い
0
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見
解
た

{
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々

の
論
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ま
た
は
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翰
の
形
態
で
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表

3

れ
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の
で
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る
。
而
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ロ
シ
ャ
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ャ
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^
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つ
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敁

^
 

ど
せ
ら
れ
た
の
で
あ

.

る
。(

窗
九

)

か

、
る
見
地
か
ら

' 

い：つ
て、マ
ダ
ク
ス

H

エ
ン
ゲ
ダ
ス
の
乙
の

第
二
十

s
. 

c

1

五
ー〕

マ
ル
ク
ス
i

ン
ゲ
ル
ス
に
於
け

る
原
始
自
生
的
共
同
體

s

f

識

m

l

s
四七



第

ニ

十

四

卷(

ー
宄
ニ)

マ
ル
ク
ス
？OC
ソ
-ゲ
ル
ス
に
於
け
る
拟
始
自
生
的
共
同
體
の
認
識

 

第
一
|.號

問
題

k

關
す
る
發

言

は

、原
始
自
生
的
共
同
體

V
J

將
來
の
社
會
主
義
的
社
會
實
現

V
J

の 

あ

る

の

で
吾

々

k

ヾ

」

つ

て
.
は
甚
だ
'興
味

?:
持
ち
得
る
の

.で
あ
る
。

' 

'註
四
九
伊
：藤
秀
一
、露
西

j2
i

社
 

■ロシ
ア

 

'の
革
命
述
動
^
對
す
る
マ 

十

年

代

^

あ

S

て
は
、マ

,ク

ス

は
、
ロ 

あ
る
。

マ
ル
ク

ス
k

對
し
て

は
、
ロ
ゾ

曾
運
動
臾
、第
四
章
及
び

.第
五
章
。

,

ク

ス
の
態
度
は
時
代

に

ょ
つ
て
、甚
だ

變 

.シ
ア

范
命
運
動
の

眞
而

0

さ

を

信
用
し
な 

ァ
の
革
命
運
動
家
は
*
族
靑
年
の
時
間
潰 

の
ど

見
え
、
彼
の

著

述
の

熱
心
な
購
買
ド
對
し
て
，

3

へ、冷
笑
的
態
度
を

示
し
て

ゐ
 

被
は
彼
等
の
革
命
速
動
を
美
食
漁

A
 W
同

一

視

す
る

態
度
で
あ
つ
た
。ハ註五

0〕

然 

代
の
始
め

に
至
つ
て
’ロ
シ
ア

^

お
け
る

革
命
蓮

動
が

.益

々
强
カ
ヒ
な

6

、彼
が
ラ 

V

ィ
シ
そ
の
他
の
革
命
家

V
J.

知

.
^合
ふ
こ

V
J

ど
な
つ
た

V
J

き
、マ
ル

ク

ス
は

次
第 

を
改
め

.て
行
つ
た
の
で
あ
：

る
が
、尙

ほ

長

く

そ
の
批
判
的
態
度
を

捨

て

る

乙
ど

が
な
か 

例
へ
ば
！
八

七
七
年

k

梦

い
て

3

へ
、彼

は

そ

の

ゾ

\
ゲ
k

典
へ

た

#

#

の
中
で
、。へ

テ
 

ル

グ

k

お
け
る

.カ
ザ
ン
大
寺
院
前
で
の
有
名
な
大
學
生
の

■示
威
運
動

•を「

馬
鹿

ご

I

四八

關
係
に

l c ゥ る た し か 遷  

そ ロ  k の R つ し

た
。
六
 

た
の
で 

近

lr
も 

で
あ
る
。
 

七
十
年

フ、ロパ
の
態
度

つ
た

V 

\

 

\

ブ
 

し
て
ゐ

る
。：

C
S

五一
 

>

 

然
：るに
マ
ル
ク
ス
：の
ロ

‘V

ア
革
命
蓮
動
に
對
す
る
態
度
は
、ロ
シ
.アの
革
命
家
が

f

ば な 台  

當 る に  

時 國 成  

政 際 定  

治 的 的  

的 意 な  
鬪 義 變  
银 を 化  

1 C 理 を 

尚 解 見  

は し た  

ん て
ど ゐ マ  

したノレ

獨
裁
政
治

^

對
す
る
，直
接

0.
政
治
的
鬪
爭
^
移
っ

た
ビ 

ク

ス
は
、何
人

^

も
增
し

て
、
ロ

シ

ア
獨
裁
政
治
克
服
の

大 

の
で
、

I

八
七
九
年
以
來
、ロ
シ
ア
革
命
蓮
動
•正
確
に
い
ベ 

て
ゐ

た
民
意

«

9
t
§
&
£.
p w

o
l
j
a
〕

の
同
情
的
擁
護
者

ビ

V 

t

ス
は
革
命
蓮
動
の
巨
細
に
っ
い
て
注
意
し
、ロ
シ
ア

•テ
'ロ
 

の
委
員
會
の
在
外
國
委
員

V
J

交
際
し
た
。

.
而
し
て
、如
时 

熱
心
な
注
意
を
向
け
て
ゐ
た
か
は
、當
時
彼
が

ft
意

*

運 

乙
れ
を
示
し
て
ゐ
る
。

-

-
こ
れ
ら
の

る

I

マ
ル
ク
ス
は
單

k

口
シ
ア
革
命

ロ
シ
ア
に

S

お
て
、彼
の
'發
言
を
非
常
に

る
事
情
の
下

^

あ
つ
て
は
、ロ
シ
ア
問
題
^
關
す

得
な

S

の
で
あ
つ
た
。

(

註
五
ニ) 

warl Marx Brief, a
n
w
u
g

o-lmann. 

1
9
2
4. ss. 

4
7- 4

8.

wnefe end Ausziige aus Briefen von Becker, Dietzgen, Engels, Marx 

c
. 

A. an Scnre und 

Anderc. 

1
9
2
1. 

S. 

1
5
6,

C

一
 

五三

：

> 

マルクス

=
H

ゾ
ゲ
ル
ス
に
於
け
る
原
始
自
生
的
共
同
體
の
認
識

 

第

二

號

y

九

究
し
た 

保

存

 ̂

S
。

彼 

で
あ
る 

到
な
ら

は れ 事  

ま て 實  
1 z ゐ が

o

か

m  m ざ

五 五 る

一 0 を

重 蓮 書 動 k リ な

大 動 類 に マ ス つ  
視 を は 關 ル • ト た

る す 高 今 す ク の の

で
•あ
る
。

か
く
て
、
マ

\

ク

執
行
委
員
會

V」

通
信
し
、ミ
 

ス
が
ロ
シ
ァ

革
命

蓮

動

 ̂

る
書
類
を
多
數

k

m

集
研 

獨
逸
社
會
民
主
黨
文
庫

u

 

く
評
價

し
た
の
み
で
は
な 

る

を

知

つ

て

ゐ

た

の
 

彼

の

發
言

は

甚
だ

用

意

^

笫二十

W

卷



第
二
十

s

 

P

五
S

マ
ル
ク
ス

i

ン
ゲ
ル
ス
に
於
け
る
掠
始
自
生
的
共
同
體
の

認
識 

第
二
：號

五

o

独
五 

ニ 

Jy. Nlkokjewski, Marx und das Russische Problem,

へ，Die Gesellschaft 
ご Juli 

1
9
2
4. Ss. 

3
6.V

3
6
4.

か
、
る
事
情
の
下
ド
マ
ル
ク
ス
は
、ロ
シ
ア
村
落
共
同
體
ど
會
社
主
義
革
命
に
關
す
る
短
文 

を
書
い
て
ゐ
る
。
そ
れ
は，ロ
シ
ァ
の
婦
人
革
命
家
べ
ュ

ラ
.ザ
ス
ジ
ッ

チ
に
與
へ
ら
れ
た
晝
翰 

.

で
あ
る
。

こ

の
書
翰
は
、最
近
發
見

3

れ
た
そ
の
書
翰

.

の
原
稿
ど

ビ

洛

ド

ぶ

ダ
ク
ス
の
口
シ
ア 

村
落

典

同
體

R

關
す
る
意
見
を
表
現
し
て
ね
る
。

グ
ヱ
ラ
•ザ

ス
ジ
ふ
チ
の
マ
ル
ク
ス
/
の

| 

八

八

一

华
ニ
月
十
六
日
附
の
書
翰
の
重
な
內
容
は
次
の
如
く
で

あ
る
。

「

あ
な

/2
は、あ
な
れ
の

『

資
本
論

』
が
ロ
シ
ァ
の
農
業
問
題
や
農
村
共
產
體
や
^
就
て
の
私
達 

の
議
論
の
上

^

^

じ
つ

,

あ
る
役
割
は
恐
ら
く
御
存
じ
な
い
だ
ら
ぅ

V」

恩

a

ま
す

。

こ
の 

佐
題
グ
ロ
シ
ア

-^
あ
い
て
如
何
に
緊
切
で
あ
る
か
は
、誰
ょ
々
も
ょ
く
あ
、なた
が
あ
存
知
の 

Z

ど
で
す
。
：
：
こ
の
問
題
は
、私

の

考

へ

坌

す

V
J

ミ
，ろ
で
は
、殊

^

心
が
瓧
會
黨

^

ビ

み
、死
活 

の
問
題
で
御
座

s

«

す
。…

ニ一 ,

つ
.
の
：見

.»
の，
.I

,
つ
は

♦

ぅ
で
御
座
い
ま
す
0

己
の
農
村
共 

.
產
體
，は
、國
庫
の
法
外
な
誅
求
や
領
主
へ
の
戈
拂
や
馨
斷
な
政
治
や
か
ら
解
放

^

れ
る

な
ら 

ば

社
會
主
義
の
方
向
へ

發

達
し
得
る
即
ち
そ

の

生

產

ビ

生

產
物
の
分
配

ど
?:
漸

次

集
產
主 

:

義
的

: &
礎
の
上

R

組
織
し
得
る
^
一

 
ズ
ふ
の
で
御
座

lr
ま
す
。

乙

の
場
合

k

は
、革
命
的
社
會

主
義
は
そ
の
全
，勢
力
を
農
村
共

產

體
の
解
放

V」

發
達

v
j

R

棒
げ
ね
ば
な
う
ま
せ
ん
。

こ
れ

^

反
し
て

.も
し
共
產
體
が
滅
亡
す
べ
さ
運
命

^

あ
る
な
ら
ば
、社
會
主
義
潜
が
社
會 

主
義
者

.

V
J

し
て
な
す
べ
さ
こ
ど
は
，何
十
苹
だ
つ
た
ら
ベ
シ
ア
農
民
の
土
地
が
そ
の
手
中
か 

ら
フ

.ぐ
ジ

H
ァ
の
掌
中

F
歸
す

.る
で
あ
ら
う
か
、何
百
年
も
經
た

」

ら
恐
ら
く

.資
本
主
義
が

n
. 

シ
,

U

 

A
S

て
も
’西
ョ
ォ
ロ
 

■ジ
パ

k

於
け
る
；，」

同
様
な

.發
達
を
遂
-げ
る
で
あ
ら
う
か
を
知 

る

/2
め

R
、多
少
不
確

'か
な
計
算
を

こ

れ

乙

ビ

v

す
る
外
御
座

s

k
せ
ん
。
乙
の
場
合

k

は、
 

II
:
會

主

義

者

は

、共

產

體

筋

壞

の

結

果

•賃
銀
獲

.得
の
た
め
大
都

#

の
街
奮
投
げ
出
さ
る
、
 

農

.民
大
衆

'の
不
斷
の
洪
水
ド
見
舞
は
る
ベ
さ
都
食
の

#

働
.
.者
間

^

«
ら
.宣
傳
を
行
は
な
け 

れ
ば
な

c
y

ま
せ
ん
で

せ

う

;0

、
最
近
.：
私
達

は

農
村

'共
產
體

.は

.古
代
的
形
態

.で
あ
つ
て
パ

C
は
.歷
史
や
科

M
子的
社
會
主
義
、一
 

言
で
云

へ
ば
、

ょ

A
V異
論

な
さ

總

.て
•の

も

の

f

の

減
亡

の

連
命

^

あ
る
を

.說

い

て

ゐ
る
ど 

の
主
張
を

ょ
く

聞

さ
ま
す
。

.乙
れ
を

主
張
す
る

人
々
は
、特
，

k

あ
な

た

のE
：

下
即
ち

『

マ
ル
ク 

シ
ス
ト

』

だ

v
j

自
稱
し

て
ゐ

■
ま
.す
。
を

れ
ら
の
人

；々の

議

論

の

最

も

：强
，
い

根

據.
は

屢

々

『

マ
 

ル

.ク

ス
.
力
.̂

■う
.云へ
つ
'て
..
ゐ

る』

ど
■い

^
'
こ

ビ

で
.
^
座

い
ま
す
。

.
.

.

.

*

.

.第二

.十
四
卷

(

一
五
：五

〕

マ
ル
ク
ス“
土
ン
ゲ.ル
ス
に.於
け
る
拟
始
f i

生
的
共
同
體
.の
認
識
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二
號
 

五
一



:

部二十

•四
卷

C
i

五六)

マル
'クス上ンダ

.ルスに

.於ける原始

3
生的兆同體處識

 

笫

ニ

號

£ 
二
 

『

然
も

V」

う
し
て
を
ん
な
結
果
が
マ
ル
ク
ス
の
：

『

資
本
論

』

か
ら
抝
て
來
る
か
。

マ
ル
ク
ス 

は
そ
の
中
で
農
業

.問
題
を
論
じ
て
ゐ
な
：いし
、又

.
ロ
シ
ァ
化
就
て
>
語
つ
て
ゐ
な
い
で
は
な 

S

か』

>

」

そ
れ
か
ら
の
人
々

^

反
問
し
て
見
ま
す
。

 

.

3

う
し
ま
す
ビ
、

『
も
し

.

ロ
ン
シ
ァ
に
就
て

論

じ

て
ゐ
た
ら

0

マ
ル
ク
ス
は
含
つ
ど
？
フ云 

つ
部

に

違
い
な
い

』

ど
恐
ら
く
大
膽

.

過
ぎ
る

.

ど：
®

は
れ
る
あ
な
た
の
内
下

.

達
は
：答
へ
ま
す
。

そ

こ
で
、あ
な
た
は
、こ
の
問
題
に
對
す
る
あ
な
た
の
御
意
見
^
私
達
が
ざ
ん
な
に
典
味
を
持 

-

つ
て

ゐ

る

か

云
’

ふ
こ
 

<
わ
が

口 

'
ゾ
ァ
の
農
村

.
共
產
體
の
將
來
’の
蓮
命
ド
つ

s

て
の
、及
び 

世
界
の

す

へ
て
の
^

々

が

資
本
主
義
的
生
活
の

あ
ら
ゆ
る

段
.

階
$ :
■

通
過

す

る

1

史
妁

^

S 

の
.

i
論
？
つ
い
て
の
あ
な
た
の

#

考
へ
を

#|

愧
し
下

-3

る
な
ら
ば
、

'ざ
ん
な

^

私
達
を

^

!
 

し
て
下

3

る
で
あ
ら
う
か

V
J

 

S

ふ
こ

V
J

を
御
了
解
下
す
つ
た
で

御

座

い

ま

せ

う

。

」

i

三)

驻
五
三
ヴ
ェ
ラ
、
ザスリッチミマルクス

w
の
書
翰
及
び
草
稿
は
、
佛
文
を
も
つ
て
#
かれ
 

てゐるそれはリヤザノフにょつて發表された

。

V
e
r
a

 

z
a
s
u
l

o ;
§

c u
M

p

r
x

. 

M
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s

 

A
r

l
.

 

I
.

 

B
d
.

 

s
s
.

 

3
0
9
.3
4
2
.

この金文の邦譯がある

0

山村裔譯：

シ

V 

農
村
共
產
體
の
砚
究
丨
マ
ル
ク
ス
ょ
リ
ゥ
ェ
ラ
、
ザ
ス
リ
ッ
チ
へ
の
手
紙
、
同人社版

*

引
3̂
は
と
の

,

書にょる

0 

■同
一
五

^
^
1.一 
b 
K

O

■ ■ B ；

.

マ
ル
ク
ス
は
乙

.の

書

翰

^

對
し
て
ニ
八

の
重
な
る
內
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

-.
:

:
所
謂
私
の
學
說

R

就
て
の
誤
解 

行
の
說
明
で
十
分
か
ど
考
へ
爻
す

。
. 

資
本
主
.義
的

生

產

の

成

立

ち？:
分

析
 

『

故
に
資

'本
主
義
制
度
の
根
柢
に
は
、生
 

總V

か
、
る
進
化
の
黎
礎
は
農
民
か
收 

だ
ィ
ギ
リ
ス
一
國

k

過

ぎ

な

い

。
.
:

•
然

八

年

月

八

日

附
t

%

o

て

答
へ

て

ゐ

る

そ

關
し

な
た

の
あ

疑
ひ

を

掃

す
る

は

數

し
て
、私
は
次
の
如
く

^

申
し
爻
し
た
。

產
者

V
J

生
産
手
段

V
J
.

の
根
本
的
分
離
が
あ
る

。

:

:
 

奪
で
あ

る

。

そ
れ
が
徹
底
的

k

行
は
れ

た

の

は

、
ま 

し

A

 

^

わ

V

ッ、
ふ

S

 

L

ハ

£

 

A

 

’
 
V

同

じ

道
 

行
を
ど
今
つ
、
あ
る

』
(f

資
本
論

』

：佛

捧

版

三

一

五
頁)

故

に

乙

の

道

行

の

『

準
史
的
必
然

』

は
、西

ョ

ォ

n

ッv

の
國
々

^

明
か

.̂

制
限

.
3
れ
て
ゐ 

る
の
で
す
。
何
故
に
か
く
制
限
し

•た
か
の
理

_

は
^
ーーー

 

十
二
章
の
次
の
節
屮
に
示
^
れ
て 

ゐ
玫
す

.0
'

.

.

i己
へ
の
勞
働
に
基
*
を
骰
く

 

•

を
は
、他
人
の
勞
働
の
搾
取

k

»
0

0

度
に
茈
礎
を
置
く 

資
本
主
義
的
私
有

^

ど
つ
て
代
ら
れ
る

』
(

同
上
三
四
〇
頁

)

第
二

十..
四

卷

c r

五七
：}

マ
ル
ク
ス

M h 

v

ヶ
ル
ス
に
於
け
る
ー
原
始
.自
生
的
共
同
骽
の
認
識
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五
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L

故
に

こ

の、k

歐
.
の
道
行

k

為
ぃ
て

は
、
私
有

の

一
形
態
が
ら
、私
有
の
ぬ
い

^

ゲ

阶

6

か
 

變
化
が

.問
題
な

.，.の
で
す
。

乙

/'
1

^

反
し
て

''v
,
シ
ァ

.
の
/
農
民

'の
©

合

^

於
て
は

«>
あ

0,
也
も
，
 

t

私
有

k

變
へ

る

己

V」

が
問
題

ど

な

ら

な

け

れ

ば

な

6

«
せ
ん
で
せ

5

。

で
す
か
ら
一

『

資
本
論

』

.
の
分
析
は

•農
..村
共
產
體
が

.生：命
を
有
す
る
ど
云
ふ
說
に
も
、ぎ
し
な 

S

ど
，
云
ふ
說

ic
も
何
等
の

.根
據
を
も

.提
供
，

す
る

も
の
で
は

あ
み

ま
せ
ん
。
然
し
、私
が
そ
れ 

に
'就

.て
行
つ
た
、そ

'し
て
そ

.
の
材
料
を
ォ
リ
デ
ナ
へ
ル
な
資
料

^

求

め

た

特

別

の

，研
究
は
、私
を 

し

て

ど

の

共

產

.體
が

V

シ
ァ

k

i
け
る
社
會
弭
生
の
支
持
點

^
な
る
も
の
で
あ
る

乙
ビ
か
レ 

if
?
fff
せ
.
し
め
ま
し
た

.
#

.
し
そ

..れ
が
か
く
の
如

S

働
.含
を
な
し
得
ん
が
た

め

k

は
、先

、、つ
、ち 

ら
ゆ
る
方

‘而
か
ら
ミ
れ
を
襲

.ふ
'て
ゐ
；る
有

®

な
.諸
勢
力

.を
絕
滅
し
、次
い

.で、自
然
的
發
達

k 

必
要

ビ

5

れ

る

.1
£
:當

.な
諸
條
件
を
こ
れ
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な

.

c
n

ま
せ
ん
で
せ

ぅ
。」

S

.7
I
.
5

註
へ
五
.四

ロ

シ

ア

農

村

共
—

の

研
究
、六
五

—
六
セ
双
。

ロ
.
.シ
ァ
農
，村

.

.共

.產
體
，ど

社

會

主

義

社

會

の

實

，現

ド

關

す

る

乙

の

見

»

は
、ブ

レ

ぐ

ノ

ス
k

ょ 

つ

て

な

3

れ
'た「

共

產

黨
宣
言

」

露

語

譯

R

對

す

る

マ

^

ク

ス

H

工

ゾ

ゲ

，

ス
の
字
文
ニ
八
八
ニ 

.

部
一
そ
一
一
十
一
日
附

)

に
も
述
べ
ら
れ

'て
ゐ
る
。

「

各I

速
に
發
展
し
ら
、
ぁ
る
資
本
主
義
的
欺

1

:

ど、や
ぅ
や
く
近
時

^

至
つ
て
、形
成

3

れ
つ
，、
あ
る
ブ

A

ジ
ョ
ァ
的
土
地
所
布
ど
並
ん
で
、農民 

の
共
有

^

屬
す
る
大
半
の
土
地
を
、菩
々
は
ロ
シ
ァ

^

あ
い
て
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
間 

題
が
起
る
。
日
く
、ロ
シ
ァ
の
共
產
體
即
ち

.こ
の
實
際
上
旣

k

甚
だ
し
く
分
解
し
つ
、
あ
る
原 

始
土
地
共
有
形
態
は
、直
接
ド
土
地
所
有
の

ょ
ぅ

高

き

共
產
主
義
的
形
態

k

移

る

乙

ヾ

」
が
出
來 

る
か

_

丨
あ
る
ひ
は
、そ
れ
は
西
歐
の
歷
史
的
發
展
を
特
徵
づ
け
て
ゐ
る
解
消
過
程
を
豫
め
通 

過
せ
ね
ば
衣
ら
ぬ
の
か
、ミ
の
問
題

^

對
し
て
、今
日
唯

一

汶
可
能
な
る
解
答
は
次
の
如
く
で
あ 

る
。

ロ
シ
ァ
の
革
命
が
西
歐
に
於
け
る
勞
働
者
革
命

^

合
同
を
與
へ
、ぞ
の
結
果
兩
者
が
互
に 

補
充
：し
合
ふ
な
ら
ば

•そ
の
時
に
は
、ロ
シ
ァ
の
土
地
所
有
は
共
產
主
義

to
發
展
の
出
發
點
ビ
な 

-CS

得
る

0」(

註五五

〕 

.

独：五五

 

Zizierte 

von 

Engels. Internationales aus dem v
o
】ks 

二 aat (IS
7I- 7

W

1
00
9
4. ss. 

6
6, 6

7. 

E

 

村
貞
三
譯 

國
際
間
脰
、

1

三
0

‘

—

二
三
 

一
H
O

エ
ン
ゲ
ル

ス
は
、ト

力チョフヾ

」

の
論
爭

^

あ
い
て
、同
じ
く

 

ロ
シ
ァ

i'
c

あ
け
る
農
付
共
同
體 

が
最
早

.そ
の
隆
盛
期
を
經
過
し
て
：、

^

の

解

體

k

向

ひ

つ

■、
あ

る

こ

ど

を

，認

識

し

な

が

ら

も
、
爾 

ほ
土

‘地
.の
ブ

A

ジ
ョ
ァ
的
分
割
所
有

VJ 

S

ふ
中
間
段
階
を
通
過
し
な
い
で
、ょ

み

高
い
社
會
形
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第二

.號

£

、

A 

.へ
の
对
移
が
可
能
で
あ
る
ど
い
つ
て
ゐ
る
。

「

乍
併
、こ

の
'乙

ど
は
、共
同
體
所
布
の
全
部
的
胡 

壤
以

.
r

k
,

ぃ
て

r

歐
で
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア

I

ト
革
，命
が
勝
利
を
も
つ
て
遂
行

せ

ら
れ
、そ
し
て
、
 

ロ
シ
ア
の
農
民

^

こ
の
推
移
の
た
め
の
前
提
條
件
を
、特

ic
ま
た
、こ
の
推
移
化
必
然
的
^
結
び 

つ
い
て
店
る
耕
作
制
度
全

•體
の
變
革
を
遂
行
す
る
た
め

k
、農
民
が
必
要

V
J

す
る
物
質
的
前
逆 

條
タ
を
提
供
す
る
時

^

の
み
發
生
し
得
る
。
だ
か
ら
、ト
力
チ
ョ
フ
氏
が
口
シ
ア
の
農
民
は

『

所 

有
渚

』

.た

•か
、
西
歐
の
無
產
勞
働
者
ょ

6

も『

社
會
主
義

^

接
近
し
て

』

居
る

V
J

云
つ
て
ゐ
る

の
ょ
、
 

.純

然

た

る

誇

大

の

言

で

あ

る

。

諶

實

は

全

く

仑

の

反

對

で

あ

る

o」(

fi
-

:

l
こ
の
ト
カ
チ
ョ
フ 

.

k
對
す
る
工
ン
ゲ
ダ
ス
の
批
判
は
ピ
の
常
時
の
社
會
主
義
者
が
、

ロ

シ
ア
を
も
つ
て

11

;

會
的
こ 

選
.ば
れ
た
國
民
な

み

^

し
て
、西
歐
の
ブ
ロ
レ
タ
ジ

7"

丨
ト
の

_

#

か
.
'ら
で
な
く
、ロ
シ
ア
農
民 

の
最
反
力
ら

T
L S

經
濟
社

#

の

51
生
は
來
る

>

>
い
ふ

「

こ
の
子
供
ら
し
い

見

®」

k

向
ナ
ら
て

2 

の
で
あ
る
。

.
K

JI
:
.さ
而
し
て
、彼
は
農
村
共
同
體
の

.
無
力
を
知
つ
て
ゐ
た
。

「

實
際
何
時
で
も
、そ 

.し
て
何
處
で
も
、民
族
社
會
か
ら
傳
來
せ
る
農
業
典
產
主
義
は
、そ
れ
自
身
の
ぅ
ち
か
ら
、自
分
自 

身
の
崩
壊

.以

.
外
の
何
も
の
を
も
展
開
せ
し
め
な
か
つ
た

」

ど
い
つ
て
ゐ
る
。
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五
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w
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g
e
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I
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n
a
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o
n
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l
e
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s
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6
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譯

本

1

ニ

六

寅

。

ノ

マ

V
ク
ス

卩
エ
ゾ

ゲ

,
ス
は
、ロ

シ

ァ
農
村
共
同
體
の
問
題
ド
關
す
る
發
言

k
あ
い

て
、

ニ
コ
 

ラ
ィ
ギ

7

ス，キ
の
い
ふ
や
う

k
、周
到
な
爪
意
を
も
つ
て
、

'#
の
全
理
論
を
こ
の
問

-M
R

適

用

す 

る
こ

V
J
fc
保
留
し
た
や
う
で
あ
る
。

乙

の

事
情

は
、例

へ
ば
.ゥ

エ

ラ♦ザ
ス

リ
ッ

チ
の
場
合

^

つ
 

い
て
考
へ
れ
ば
、マ
パ
ク
ス
が
、趴
述
の

や

う

己
の
言
說
の

ロ
.シ
ァ

k

お

い

て
重
ぜ
ら
れ
る
 

ビ

％

ふ
こ

ビ

ど
、ロ

シ

ァ
革

命
運
動
に

»
し

て、希
蟹
を
持
つ
て
.ゐ
た

ビ

い
ふ

乙

ヾ」

の
外

^
、社
會 

述
動

^

お
け
る

■

派
關
係
が
あ
る
も
の
ヾ

」

推
測
せ
ら
る
ゝ
。
ゲ
ユ
ラ
•ザ
ス
リ
ッ
チ
へ
の
解
答 

が
書
が
れ
ね
當
時

(
一

八
八
〇
年
代
の
初
あ

}
の
ロ
シ
ァ

1
革
命
運
動

^

は
、分
裂
の
兆
候
が
：現
は
れ 

た
の
で
あ
る
み
直
接
政
治
鬪
部
へ
の
推
移
は
、

「

民
意
黨

」

中
^
分
裂

sr
af
ら
し
た
。政
治
闘
爭
の
反 

釙

者

は
、V

ク
I 
ニ
シ

主
義
の
菽

礎

か
上

に

立

つ

も
の

で
あ
つ

て
、「

黑
分
黨

Q
s
c
h
o
r
n
y

 

peredjel) 

を
組

S ：
し
た

0
.
乙

の.「

黑 <

刀
黨」

の
組
織
者

ば
ァ
ク
ゼ

'

ロ
ッ
ト
、ブ
レ
ハ
ノ
フ
、グ
キ
ラ

.ザ
ス

V

ッ
 

チ
で
あ
つ
た
。

^

5'
R

、彼
等
は
、獨
逸
社
會
民
主
黨
の
攪
亂
者
ョ

、
ノ 

r

モ
ス
ト

.
に
對
し
て
、機
關 

紙
と
提
供
し
て

.
ゐ
.
た
こ
ご
は
マ

.
W
ク
ス
：の
好
意
を

.增
す
所
以
で
は
な
か
つ
た
し
、̂
た
マ
ル
ク

第
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十
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鏡

號

t

、

ズ

.の

態

度

は

赏

然

で

あ

つ

た

の

で

あ

る

。

が
，く
の
，如

さ

事

情

.か
ら
、.マ
，

ク
ス
の
グ
エ
ラ
，ザ
ス 

リ
ッ
：チ
れ
對
す
る
解
答

:̂
は
、あ

る

輝

の

保

留

が

な

さ

れ

#

も
の

S
見

る

べ

さ

で

あ

る

。

然
る 

^

政
治
闘
爭
の
反
對
者
で
あ
っ
だ
彼
等
は
、

f

の
後
直
ち
ド
パ

 

> 
ク
ニ
ン
ま
義
か
ら
：マ
ル
ク
ス 

主
義

^

轉
向
じ
；

シ
ア

•
マ
ル

.ク
ス
主
義
運
動
の
先
頭

^

立
つ
べ
き
連
命

^

あ
つ
た
乙
ど
は
、マ
 

ルノノ
 

.ス

.も
ま
た
知
ら
な

」
か
つ
：た

ビ

こ
ろ
で
あ
る

(

璧
九

)

0
だ
か
ら

4:
シ
ゲ
ぐ
ス
の
ト
力
チ
ョ
ウ 

批
判
追

I
 —

I 

Z

れ
は
一
八
九
四
年

^

執
筆

3

れ
た
も
の
で
あ

'

I

k'
は、可

®

R
、チロド 

.ニ
キ
た
る
ト
カ
チ

.

.ョ

.フ：

.の
批
判
を
行
つ
て
：ゐ
る
：ので
あ
る
。

fj

:
五
九
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M
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r
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s
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.

.

'へ

九
.

.

農
村
共
同
體
ど
社
舍
主
義
社
會
實
現
の
問
題
が
ら
離
れ

て
、
原
始

a

生
的
共
同
體
の
社
會
學 

•

•

的
問
題
に
移
ら
ぅ

.°
グ

H

ラ
•
ザ
ス
リ
ヵ
チ

k

答
ふ
べ
さ
マ

,

ク
ス

.
の
書
翰
草
稿
に
は
、右
の
問 

.
題

^

對
す
る
若
干
の
材
料
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

マ

\

ク
ス
は
原
始
屮
同
體
の
一
般
性
を
主
張
し
て

ゐ
る

。
€

か
以
前
に
遡
れ

ば
、
西
ョ
ォ
ロ
ッ 

パ
の
到

る
處

R
、多
少
古
代

的

タ
ィ

ブ
の

共
有
が
見
出

^

れ

る
。

然
る

^

到
る
ど
こ
ろ
、

f

は
t

會
の
進
步
ど
ビ
も
^
消
滅
し
た
。

」

S

六
8

彼
は
页

^

云
ふ
。

「

タ

キ

ッス
.

の
時
代
以
後
は
、吾

々
 

(

ゲ
ル
マ
ン
人
の

)

{

農
村
の

)
(

古
代
的

)

共
.

產
體
の

.

生
活

^

つ
ぃ
て
も
亦
そ
の
消
滅
の
仕
方
ゃ
時

.
 

R

就
て

も
、
少
し
も
.知
る

ど
こ
ろ

が
な
い
。

ユ
リ
ゥ
ス
•カ
ィ
ザ
ァ
の
物
語
の
お
蔭
で
、少

く

ど

<£
が
出
來
る
。
力
イ
ザ
ア
の
：時
代

^

は、(

耕
作
し
得
る

)
土
地

.

そ
の
出
發

0

は
こ
れ
を
知
る

乙 

旣
に
每
苹
割
替
を
行
は
れ
て
ゐ 

k

で
あ
つ
て
、ま
だ
共
產
體
の
個 

ゲ

\

マ
ゾ

k

於
て
も

'

の
ょ

6 

れ
た
形
で
ァ
ジ

.
ァ
が
ら
輸
入

n

 

產
物
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
東 

し
て

.そ
は
■常

{C
古
代
的
組
立
て

註

六
o
 

'
 

ロ 

'
V

ァ
.

農
村
パ
共
 

.:

能

:'
六、1

:

ロ
ダ

ア
農
村
共

た
。
尤
も

S

ろ

い
ろ
.，
のゲルマゾ 

々
の
成
員
の
間

^

で
は
な
.か
つ
た 

古
い
タ
ィ
ブ
か
ら
.發
生
し
た
の
で 

れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、ゲ

\

マン

ィ
ン
ド
で
も
亦
吾
々
は
共
產
體

R 

の
最
終
黙
若
く
は
窮
極
期
ど
し
て

產

體

の

研

^

、
一

九

頁

。

產

0
の
研
鉍
、こ
四

_

.
一一
 

五
頁
？

聯
邦
の
血
族
や
種
族
の 

が、そ
れ
故
農
村
共
產
體 

あ
る
。
そ
は
全
く
完
成 

R
‘

け
る
偶
生
的
發
達 

出
#
は
す
で
あ
ら
ぅ

。
. 

で
あ
る

_°(

誅六

C

そ の ざ は 、 間 は も 期 は 、

次

{̂
マ.
ル
ク
ス
は
、農
業

.，共
產
體
ど
ょ
ゥ
古
代
的
な
形
態
の
仑
れ
ミ
の

.此
較
'對
象
を
行
つ
.て

ゐ
る
。

. .
:

,

' -.
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*
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0

「

先
、っ
第

一

k
、前
の
原
始
的
な

11
5

共
產
體
は
總
て
を
の
成
員
の
自
然
的
血
緣
關
系
に
泰
礎 

を
置
く
こ
の
沿

S

然
し
敎
い
紐
帶
を
破

o

て
ゐ
る
農
業
共
產
體
は
、ょ

6

# -
く

周

圓

の

事
 

k

Ir
E

し
た

-
^
大

く

：
な

つ

た

6

、外來
人
ど
の
接
觸

ic
耐
え
た

6

す
.る

^

V
J

が
出
來
る
ハ 

次

^

農
業
共
產
體
で
は
早
や

-̂
の
附
屬
物
た
る
中
庭
は
既

^

農
民
の
私
有

^

な
っ
て

D 

る
が
農
業
の
撑
入
を
の
も
の
の
前
永
い
間
、典
同

.の
家
は
以
前

'の
諸
.共
產
體
の
物
質
的
跋
礎 

. 

の
一
っ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

0

最
後

R

#

:地
は
農
村
の
典
有
で
あ
る
が
、そ
れ
は
楚
彻
的

こ

農
業
共
產
體
の
成
員
間

^

韵
當
て
ら
れ
、以
て
各
農

'民
が
自
己
.̂割
當
で
ら
れ
た
土
也
を
尚 

已
の
計
算
で
耕
作
し
、各
自
そ
の
收
獲
を
わ
が
も
の

6
す
る
や
ぅ
に
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
こ
、
 

ょ
々

*

代
的
な
共
產
體

k

お
い
て
は
，生
産
は

•協
同
で
行
は
れ
、た
ぐ
そ
の
收
獲
を
分
配
す
る 

■

k
Jh
ま
，
.っ
て
ゐ
た
。
が

 

>
る
集
合
的
な
若
く
は
協
同
的
な
生
產
'の
原
始
的
タ
ィ
ブ
が
孤
立 

せ

6'
個
人
の
無
カ
の
結
泶
で
あ
っ
て
、生
產
手
段
社

#

化
の
.結
果
で
な
か
っ
た
の
は
云
ふ
ま 

.
で
も
な

S
。/

註六ニ

)

0

六
：
ニ 

ロ
グ

ァ
農
村

.共

..
座
搵

Q

研
究
、二
五

——

ニ山ハ

頁
。

グ
工
，

フ
•ザ

ス
y 

ノ
チ

^

與
ベ
な
マ
ル
ク
ス
の
書
翰
並
^
、そ
の
草
稿
ド
現
は
れ
た
ど
こ
ろ
は
、

b m

大
.約
以
上
’の
如
く
で
あ
つ
て
、そ

れ

は

要

す

る

ic
ロ
シ
ァ
農
村
共
產
體

V
J

社
會
主
義

V」

の
關
係

- 

を 
中
心
 

VJ 

し
て
 

の

0

業
共
產
制

k
.關
す
る
一
發
言
な
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
以
上
、長
く
書
さ
來
つ
た
ど

乙

ろ
を

®

括
し
て
見
れ
ば
癦
業
共
產
體
噯
た
は
、原始 

a

生
的

.共
同
體

R

關
す
る

 

'マ
ル
ク
ス
の
認
識
は
、一
八

15
|

〇
年
代
に
あ
い
て
は
*
だ
不
徹
底
な 

も
の
で
あ
つ

.
た
ど
い
へ
る
。

「

ド
ィ
ッ
チ
亍
ィ
デ
ォ
ン

、ギ

ィ」

は
國
家
の
家
族
並
^
家
族
の
擗
大 

た
名
種
族
か
ら
の
發
展
を
論
じ
、觅
ら

^
、種
族
財
產

k

言
及
し
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
が
、を
の
意 

味
す
る

v
j

こ
ろ
は
、

^

ド

述
ベ
た
や
ぅ

k
、國
家
發
生
過
程
に
あ
る

■

會
組

M

を
意
味
し
た
如
く 

で
あ
る
。

■
だ
か
ら
、彼は

.

「

賃
勞
働

ノ
レ
資
本

」

及
び

「

典
產
黨
宣
言

」

に
は
こ
の
不
充
分
な
認
識
を
な

3 

も
の
ど
し
て
、古
代
的
社
會
を
人
類

.文
化
史
の

■出
發
點

k

置
'

S

た
。
' 
然
る

^

五
十
年
代
^
入
つ 

て
か
ら

•
マ
，
ク
ス

=

エン

.
ゲ
，
ス

■の
眼
は
、

^

國
資
本
主
義
の
東
洋
に
お
け
る
活
蹓

ノ
レ

しヾも

K 

印
度
及
び
支
那

^

询
け
ら
る

V 

k
至
つ
た
の
で
あ
る
が

®

等
は
こ
、

R
、原
.始
自
生
的
共
同
體 

の
殘
存
物
を
發
見
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
五
三
年
の
印
度
並
化
支
那
^
關
す
る
評
論
に
現
は 

れ
た

v
j

乙
ろ
は
乙
れ
で
あ
る
。
か
、
る
社
會
，的
認
識
の
眼
界
の
破
大
は
、

「

經
濟
學
批
判

」

並

R
r資 

本
論

」

に
あ
い
て
、原
始
社
會
形
態
ど
し
て
の
自
生
的
共
同
體
存
往
の
主
張

h

レ
な
つ

.た
の
で
あ
る
。
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第
一
S

六
ニ

か
く
、て

彼

は
f

八
六
八
年

K

至
っ
て
、マ
ゥ
ラ
ァ
の
著
作
に
親
ん
で
、獨
逸
民
族
の
マ
ル
ク
制
度 

k

a

す
る
深
さ
歷
史
的
研
究
に
自
己
の
認
識
の
正

‘し
き
を
覺
え
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

P

シ
 

ャ
祉
畲
迤
動
の
特
殊
性
は
マ
ル
ク
ス

=

エン，ゲ

ダ

ス
を
し
て
，ロ
シ
ァ

k

お
け
る
農
業

^

產
豊 

の
觀
藉

?:
な

^

し
.め
る

ic
M

つ
た
。

以
上
の
農
業
共
產
體

.の

.研
究
は
、主
ど
し

hて
へ
そ
.の

解

體

期

に

お

け

る

共

產

體

の

研

究

で

あ

っ 

て
旣

k

資
本
主
義
的
侵
略
の
始
ま

6

っ
、
あ
る
時
代
の
そ
れ
で
あ
っ
た

0
.

然

る

k
、彼
等
の

こ
 

の
問
題

^

關
す
る
研
究
ば
以
上

^

止
爻
っ
た

.
の
で
は
な
い
。

一

八
七
七
年

^

お
け
る

K

ィ
ス
，
 

モ

\

ガ
ン
の

「

古
代
社

#」

の
刊
行
は
、マ
ル
ク
ス

"

ェ
ン
ゲ
グ
ス

0
.原
始
社
會
研
究
に
一
の
衝
動 

を
與
へ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
氏
族
制
度

.の
本
質
の

「

眞
の
發
見
者

」

は
ェ
ン
ゲ
火
ス
を
し
て
、
 

觅
に
深
く
原
始
社
會
組
織
の
研
究

.
を
な

3

し
め
た
。

マ
ル
ク

.ス
も

も

〜

か
ら
、そ
の
書
を
掘
礎 

ビ

し
'て、そ
れ
を
遂
行
す
る
箸
で
あ
つ
た
。

乙

の
.た
め
マ

,

ク
ス
は
モ
,
ガ
ン
の
著
述
か
ら
幾 

多
の
故
苹
を
作

6

こ
れ

.に
注
意
、說
明
、批
評
を
加
へ
て
ゐ
た
。
然
る
レ
彼
の
宽
ぅ
行
く
病
は
遂 

k

こ
の
計

.寄
の
成
就
を
彼
に
許

^

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
マ
ル
ク
ス

c 

t
つ
 

て、こ
の
事

.
業
を
な
し
た
。
彼
は

こ
の

著
作

t

も
つ
て
、マ

ダ

ク
ス
の
遣
言
施
行
ど
ハ
つ
た
の
よ

こ
の
た
め
で
あ
つ
た
。

^

れ
は

「

家
族
、私
有
財
產
並

^

國
家
の
超
源

」 )

一
八
八
四
年

)

で
あ
る

U

工
 

ン
，ダ

\

ス
は
乙
の
書

^

年
い
で
、モ
ゲ
ガ

ゾ

k

從
つ
て
、ァメ

ソ

力
.
ィ

ゾ

デャン双、
獨ギリシ 

ャ

T;
ォ
マ

^

於
け
る
氏
族
制
度

^

仑
の
崩
壞

^

X

る
國

.家
の
成
立
を
論
じ
て
ゐ
る
。
筆
者
は 

他
日
稿
を
新
た
に
し
て
、エ

-
ン
ゲ
，
ス

R

ょ
る
氏
族
制
度
の
研
究
ヾ
し
を
の
崩
壊
過
程
並
^
そ
の 

批
判

?:
試
み
る
で
あ
ら
ぅ
。

附

記

：

木

_

は

始

め

股

-始
共
康
髂
の
矶
究
，か
ら
、そ
の
股

^

的
形
態
た
る
ギ
リ
、
ゾ
ャ
、ロ
ォ
マ
、獨
 

.
'乙

.に 

>
 

け
る
氏
族
刺

f

そ
の
崩
壞

€■ 

0
家
の
成
立

.

を
：
論

：す

る

笛

で

，あ

ら

た

が

‘

ま 

り
の
提
篇
ど
な
る
の
を
恐
れ
て
、
小途

.
に擱筆し

.

た
も
の
で
あ
る
。

他
ロ
機
を

#

て、
氏
 

族
制
從

V」

國
家
の
起
源
に
つ
い
て
，
觅
ら
に

_

細
な
紹
介
評
論
を
試
み
た
い
ミ
恕
ふ
。
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